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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されてい

ます。それらは、地域の風土と歴史を生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解

するのに欠くことのできない歴史資料です。同時に、それらは、県民のみならず国民的財産であり、

将来にわたつて大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたつては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和 も求

められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターでは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業

によって止むを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってま

いりました。

本報告書は、三陸縦貫自動車道宮古道路建設事業に関連して、平成19年度から平成21年度の 3か年

にわたり発掘調査された宮古市駒込Ⅱ遺跡の調査成果をまとめたものです。今回の調査により、人木

沢駒込Ⅱ遺跡では、縄文時代中期の竪穴住居跡・土坑・陥し穴状遺構などが検出され、当時の場の使

い分けを知ることができる貴重な資料を得ることができました。また、12世紀の和鏡や飾金具などが

出土し、当地における12世紀の平泉藤原氏の文化の広がりを考えるうえで貴重な資料を得ることがで

きました。

本書が広く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学

術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました国土交

通省東北地方整備局三陸国道事務所、宮古市教育委員会、山田町教育委員会をはじめとする関係各位

に深く感謝の意を表します。

平成23年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 池 田 克 典



例 ロ

1 本報告書は、岩手県宮古市大字八木沢第 8地割字駒込40ほかに所在する人木沢駒込Ⅱ遺跡の発掘

調査成果をJ又録 したものである。

2 本遺跡の調査は、三陸縦貫自動車道宮古道路建設事業に伴う緊急発掘調査である。調査は岩手県

教育委員会事務局生涯学習文化課と国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所との協議を経て、

(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが実施した。

3 岩手県遺跡台帳に登録される人木沢駒込Ⅱ遺跡の遺跡番号と遺跡略号は、次のとおりである。

遺跡番号 L G43-1244

遺跡略号 YGKⅡ -07(平成19年度調査 )、 YGKⅡ -08(平成20年度調査 )、 YGKⅡ -09

(平成21年度調査 )

発掘調査の調査面積・期間・担当者は、次のとお りである。

平成19年 度 1,900〆/平成19年 10月 30日 ～12月 5日 /阿部勝則 。人重畑ちか子

平成20年度 2,800ポ/平成20年 11月 4日 ～11月 27日 /阿部勝則・菅野 梢

平成21年度 3,600ポ/平成21年 5月 25日 ～ 7月 3日 /杉沢昭太郎・菅野 補

室内整理の期間 。担当者は次のとおりである。

平成19年度 平成20年 2月 二日～平成20年 2月 29日 /阿部勝則・八重畑ちか子

平成20年度 平成21年 3月 2日 ～平成21年 3月 31日 /阿部勝則。菅野 梢

平成21年度 平成22年 1月 16日 ～平成22年 3月 31日 /杉沢昭太郎・菅野 補

野外調査における基準点測量・写真撮影にあたっては、次の機関に委託 した。

基準点測量 :釜石沢1量設計株式会社、空中写真撮影 :東邦航空株式会社

遺物の分析・鑑定にあたっては、次の機関に委託 した。

石材鑑定 :花商岩研究会、炭化材樹種鑑定 :岩手県木炭協会

放射性炭素年代測定 :(株 )加速器分析研究所、火山灰の分析調査 :パリノ・サーヴェイ株式会社

金属製品の分析・保存処理 :(財 )元興寺文化財研究所

金属製品 (和鏡・飾金具)及 び繊維質の遺物の鑑定 :久保智康 (京者卜国立博物館 )

8 発掘・整理・報告にあたっては、次の方々にご指導・ご協力いただいた (順不同・敬称略)。

斎藤邦雄・佐藤嘉広・菅 常久 櫻井友梓 (岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課 )、 竹下

脂男・高橋憲太郎・鎌田祐二・加納由美・安原 誠 。長谷川真・阿部 豊 (宮古市教育委員会 )、

安達尊伸 (田野畑村教育委員会 )、 川向聖子 (山 田町教育委員会 )、 井上雅孝 (滝沢村教育委員会 )、

久保智康 (京都国立博物館 )、 本澤慣輔・八重樫忠郎 (平泉町)、 及川 司・菅原計二 (平泉町教育

委員会 )

9 本報告書の執筆は、 I章調査に至る経過は、国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所に原稿 を

依頼 した。 Ⅱ章～Ⅵ章は、阿部 。杉沢が執筆 した。報告書の編集・校正は阿部・杉沢が行った。

10 本遺跡の調査成果は、先に『平成19年度発掘調査報告書』 (岩文振第524集 )、 および『平成20年度

発掘調査報告書』 (岩文振第546集 )『平成21年度発掘調査報告書』 (岩文振571集 )に発表 している

が、本書の内容が優先するものである。

11 本遺跡の調査で得 られた一切の資料は、岩手県立埋蔵文化財センターにおいて保管 している。



例凡

1 掲載図版等について

(1)掲載図版の構成

図版構成は、遺構・遺物に分けている。遺構図版は、竪穴住居跡・土坑・陥し穴状遺構・柱穴状土

坑の順で種類毎に掲載 した。遺物図版は土器・石器 。陶磁器・金属製品 。銭貨 。鉄淳類 。自然遺物の

順に出土遺物の種類毎に図版を作成 し、出土地点・層位 (上→下)を基準に掲載 した。別に出土地点

別の遺物集成図も作成 している。遺物の掲載番号は、掲載州頁に連香 とし、図版・写真図版 とも同一番

号とした。掲載遺物にはすべて観察表を付 した。観察表内の( )内 の数値は残存値である。

(2)掲載図版の縮尺

掲載図版の縮尺は以下を原則 としたが、一部変更 したところもあ り、各図にスケール・縮尺を付 し

た。

a 遺構図版

住居跡の平・断面図 i1/50、 炉跡の平・断面図 :1/50、 陥し穴状遺構・土坑の平・断面図 :1/40、

焼土遺構・土器埋設遺構 :1/30、 炭窯跡の平・断面図 :1/60。

b 遺物図版

土器 :1/3、 土製品1/2、 剥片石器 :1/2、 礫石器 :1/3、 石製品 :1/2、 陶磁器 :1/3、 鉄製品 :1/3。

c 写真図版

遺構の写真図版の縮尺は不定である。遺物の写真図版の縮尺は、概ね図版 と同一縮尺になることを

基本として編集 したが、一部変更 したところもあり、各図に縮尺を付 した。

(3)図版の凡例

図中に使用 した記号と網かけの凡例は以下のとおりである。それ以外については、個々の図版毎に

凡例を示 している。

(遺 構〉
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調査に至る経過

人木沢駒込Ⅱ遺跡は、一般国道45号宮古道路の工事区域内に位置しているため、当該事業の施工に

伴い、発掘調査を実施することとなったものである。

宮古道路事業は、宮古市内の国道45号線の線形不良及び除路個所を解消し、増大する交通需要に対

応するとともに、三陸沿岸地域への高速交通サービスの充実を図り、地域経済の発展、連携・交流の

促進のために、平成15年度から事業化している。

これに係わる埋蔵文化財包蔵地の取 り扱いについては、三陸国道事務所長から岩手県教育委員会生

涯学習文化課長に、埋蔵文化財包蔵地の確認依頼を行い、平成17年 7月 15日 ～11月 15日 にわたり試掘

調査を行い、平成17年 12月 12日 付「教生第1338号」により、宮古道路建設事業に関連する包蔵地とし

て回答がなされたものである。

その結果、本発掘調査が必要となったことから、岩手県教育委員会と三陸国道事務所が協議を行い、

財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターに発掘調査を委託することとなったものである。

(国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所)
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第 2図 遺跡周辺地形分類図



Ⅱ 立 地 と 環 境

1 遺 跡 の位 置 と立 地

人木沢駒込 I遺跡は、宮古市大字八木沢第 8地割字駒込40ほ かに所在 し、」R東 日本山田線磯鶏駅

の南西約3.5km付 近に位置する。調査区はこのうち東西方向へ樹枝状に延びる山地の尾根部 とその間

の谷部にかかる1,600na2で ぁる。標高は27～ 33mを測る。調査前は山林および畑地である。遺跡の中

央部は北緯39度 36分31秒、東経141度55分55秒付近にある。

遺跡の所在する宮古市は岩手県の最東端に位置 し、東側には三陸海岸を擁 して太平洋を臨み、西側

には早池峰山を最高峰とする山々が連なる、北上山地中部の東側縁辺部の一端をなしている。平成17

年 6月 6日 に行われた新設合併により、北側に隣接 していた田老町、西側に隣接 していた新里村が、

それぞれ宮古市と合併 し、これによって宮古市は、北西を下閉伊郡岩泉町、南方を下閉伊郡山田町と

境界を接することとなった (平成20年 11月 1日 現在、市域面積696 82krn2、 推計人口57578人 )。 宮古

市周辺の海岸には、浄土ヶ浜をはじめとする三陸海岸の景勝地が数多 く存在するが、その海岸線は宮

古市付近を境に南部と北部とで様相を異にする。釜石市を中心とした南部は湾と岬が入 り組んだリア

ス式海岸であるのに対 し、北部は海岸段丘の発達 した比較的出入 りの少ない隆起性の海岸線 となる。

所々には、高さ100mを 超える海蝕崖が続いている箇所 も見られる。

宮古市を流れる河川は、盛岡市 と川井地区の境界にあたる区界峠付近に源を発する閉伊川、その支

流の市街地を流れる近内川、長沢川、山口川、宮古湾に注 ぐ津軽石川、本遺跡の南東側を流れる人木

沢川がそれぞれの低地を形成 している。地質的には東西を三分する津軽石川を境に様相が異なってお

り、西側は大半が中生代白亜紀前期の宮古花筒岩と呼ばれる角閑石黒雲母花商閃緑岩～ トーナル岩で

占められ、磁鉄鉱が含まれる。それに対 し東側は、中生代白亜紀前期の大浦花商岩と呼ばれる角閃石

黒雲母アダメロ岩やデイサイ ト質火砕岩、泥岩などが堆積 している。低地は、河川流域沿いの狭小な

範囲に限定される傾向が見 られる。標高100m以下の丘陵地はこの低地周辺や海岸に沿って見 られ、

閉伊川の北側においては板屋付近から東に山地と低地に囲まれるように帯状に延び、南側では長沢川

との合流地点や磯鶏西側の低地と山地の間に分布する。山地は丘陵地の背後に広がるが、起伏量が比

較的少ない標高300m以下の中起伏山地あるいは標高200m以下の小起伏山地である。

2歴 史 的 環 境

遺跡の所在する宮古市には、多 くの遺跡が確認されている。本節では旧宮古市域を中心に確認され

ている遺跡の分布状況を示 し、遺跡周辺における歴史的環境について時代毎にIRA観する。

縄支・弥生時代

当地域における人々の活動が考古学的に確認できるのは、現段階では縄文時代早期からとされ、菅

ノ沢遺跡、小沢貝塚などが確認されている。縄文時代早期の上器が確認されている遺跡や散布地はそ

の他にも存在するが、現段階では総 じて詳細な様相が把握できる状況にはない。縄文時代前期に入る

と遺跡の数は増加傾向となり、中期ではさらにその数を増す。該期の遺跡 としては宮古市指定史跡磯

鶏蝦夷森貝塚や上村貝塚などが確認されている。両遺跡 とも遺存状態良好な貝塚であ り、特に人骨を

始めとする有機質遺物に恵まれている。また、国指定史跡崎山貝塚は、縄文時代中期の集落や前期～

中期の貝塚、遺物包含層などが確認されている。弥生時代では、上村貝塚において前期の集落が確認
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第 3図 周辺の遺跡分布図



Ⅱ 立地と環境

されてお り、金浜 I遺跡、木戸井内Ⅲ遺跡、隠里Ⅷ遺跡では、後期の上器が出土 している。

奈良・平安時代

奈良時代の遺跡では、長根 I遺跡の群集墳が調査されている。この遺跡では、蕨手刀や直刀など鉄

製武器類や和同開弥が出土 している。県内における和同開弥の出土例は少なく、律令制下で下閉伊地

域を治める有力者の墓域であると考えられる。平安時代の遺跡は前代に比べると増加傾向にある。特

に、集落跡において鉄生産に関連する遺構や遺物が認められる例が多 く、 9世紀以降に当地域で鉄生

産が本格的に始まったと考えられる。特に、地質上花商岩地帯に分類される地域においては製鉄関連

の遺跡が顕著である。人木沢駒込 I遺跡の北東 2 kmに 位置する島田Ⅱ遺跡は、岩手県内屈指の平安時

代鉄生産関連遺跡であることが発掘調査により明らかになっている。特に製鉄、精錬、鍛錬の各工程

を読み取ることができる遺構 と工房跡など内容が充実 している。このことは、当地域において製錬か

ら鉄製品の加工までの一連の生産が、盛んに行われていたことを物語る例 として重要である。このほ

か、平成19年度に発掘調査が行われた隠里Ⅲ遺跡では平安時代の竪穴住居 4棟 とともに、住居状遺構

9棟 (鍛冶工房含む)、 炭窯 2基、火葬関連施設 1基などが発見され、このうち竪穴住居、火葬関連

施設から、沿岸北部では出土事例の稀な灰釉陶器片が出上 している。

中世・近世

中世では、城館跡が多 く確認・調査 されている。これら中世の城館跡は、旧宮古市域において広範

囲に点在 し、それぞれ防御的施設を有 し、おもに閉伊氏 。一戸千徳氏などの氏族が関係 しているとさ

れている。遺跡の周辺域では、松山館、千徳城、田鎖館、花輪館、鱒沢館が確認 されている。また、

前代から引き続 き、鉄生産に関連する遺構 。遺物が認められる遺跡 も多 くあ り、城館跡とセットで確

認される例 もある。近年、調査 された山口館跡は、城館跡であるとともに鍛冶工房や製鉄関連遺構が

検出されている。また、黒森町遺跡では、鉄鋳物師関連も確認されている。

地域的 。歴史的特性

以上のように、人木沢駒込 Ⅱ遺跡周辺には、縄文時代～中近世に至るまでの遺跡が数多 く確認、調

査 されている。縄文時代においては、前期～後期の集落が多 く、また沿岸地域 という立地的特性から

貝塚が多 く確認されている。貝塚は有機質の遺物の残像状態が良好な場合が多 く、貴重な情報を提供

することが多い。したがって、縄文時代の海に関する生業や食生活を復元する有益な資料である。古

代以降は鉄生産に関連する遺跡が多 く確認されていることが特筆すべ き事項である。これは花尚岩地

帯に起因して、原料である砂鉄を多 く産出する地域であるためであると考えられる。

3基 本 層 序

層序決定に際しては調査区内で層序の良好な場所を選んで基本層序の記録をとった。
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第 1表 周辺遺跡一覧

遺跡 名 時   代 種  別

1 島田 ] 縄文・ 古代 集落跡・ 生産遺跡

2 島田 ] 平安 集落跡

3 磯鶏中谷地 縄文・ 古代 集落跡

4 八木沢古舘 中世 城館跡

5 磯鶏館山 縄文～近世 集落跡・ 城館跡・ 生産遺跡

6 高根 縄 文 土堆墓郡

7 寒風 縄文 集落跡

8 菅 ノ沢 縄文・ 古代 集落跡

9 近内中村 縄文・ 弥生・古代 集落跡

10 蜂 ヶ沢 ] 縄文・古代 集落跡

11 近内 白石 I 古代以降 製鉄遺跡

12 近内大館 中世 城館跡

13 赤畑 縄文・ 近世 集落跡

14 山日駒込 I 縄文・ 奈良 集落跡

山 口駒 込 Ⅱ 古代以降 集落跡

狐 埼 縄 文 奈良 平安 集落跡

17 山日館 縄文・ 古代・中世 城館跡・集落跡

拝殿峠 縄文 集落跡

黒森町 I 近世 屋敷跡・ 鉄鋳物製作跡

小沢貝塚 縄文 貝塚

佐 原 縄文 集落跡

平松 I 縄 文 集落跡

熊野町 中世 番屋敷

鍬 ヶ埼館山貝塚 縄文～中世 貝塚・集落跡・ 城館跡

井戸 ヶ洞 縄文 集落跡

田鎖館 中世 城館跡

黒田館 中世 城館跡

下大谷地 I 縄文・ 古代 集落跡・ 生産遺跡

千徳城 奈良・ 平安 。中世 城館跡・ 製鉄跡

青猿 I 縄文・ 平安 集落跡・製鉄跡

青猿 コ 弥生・ 平安 集落跡

長根 I 弥生～中世 郡集墳

泉町狐埼 コ 縄文 奈良・平安 集落跡

鴨埼 I 古代 集落跡

笠間館 中 世 域館跡

横 山 古 代 集落跡・ 貝塚

木戸井内Ⅱ 古代以降 生産遺跡

38 木戸井 内 Ⅲ 弥生 。古代以降 生産遺跡

木戸井内Ⅳ 縄文・古代・近世 集落跡・ 生産遺跡

小山田館 中世 城館跡・ 製鉄関連遺跡

松山鰭 古代・中世 城館跡

造跡名 時  代 種  別

松山大地田沢 古代 集落跡

隠里 I 縄文・古代 集落跡

隠里 Ⅱ 縄文・ 苫代 集落跡

隠里 Ⅲ 縄文・ 古代 集落跡

隠里Ⅷ 縄文・ 弥生・古代 集落跡

磯鶏竹洞 よ 平安 集落跡

藤原上町 ] 奈良 集落跡

光岸地 縄文 集落跡・貝塚

小沢田 縄文・古代 貝塚

早坂 縄文・ 弥生・古代 貝 塚

上村貝塚 縄文～平安 集落跡・ 貝塚

磯鶏蝦夷森貝塚 縄文・古代 貝塚

仏沢 Ⅱ 縄文・ 平安 集落跡

花輪館 中世 城館跡

下折壁 〕 中世 城館跡

57 八木沢 Ⅱ 縄文・ 古代 。中世 集落跡

八木沢Ⅲ 古代以降 生産遺跡

八木沢新館 中世・近世 城館跡

鱒沢館 中 世 城館跡

61 八木沢駒込 I 縄文・古代 集落跡・ 生産遺跡

金浜館 中世 城館跡

金浜 I 縄文 散布地

金浜 Ⅱ 古代 集落跡

金浜 』 縄文・古代 散布地

金浜Ⅳ 縄 文 散布地

金浜 V 縄文 散布地

金浜堤 ヶ沢 古代以降 製鉄跡

馬越 Ⅱ 古 代 集落跡

山崎館 中世 城館跡

71 沼 里 縄文・ 奈良 集落跡

沼里館 中世 城館跡

小堀内 X 縄文・ 弥生・ 奈良 集落跡

赤前 Ⅲ 縄文・平安 集落跡

赤前Ⅳ・ 八枚田 縄文・平安 集落跡

赤前館 中世 城館館

埼山貝塚 縄文 集落跡・ 貝塚

八木沢駒込 ] 縄文・ 古代 集落跡

八木尺野来 縄文・ 古代 集落跡・ 生産遺跡

賽の神 弥生・ 古代 生産遺跡

賽の神 X 縄文・古代 生産遺跡

奏の神 I 縄文・古代 生産遺跡
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Ш 調査 。整理の方法

野 外 調 査

(1)調査区の設定 と遺構の命名

調査区の地区割にあたつては、平面直角座標 (第 X系 :世界浪1地系)に合わせた基準点・補点をも

とにして、最終的な調査区全体にメッシュがかかるようにグリッドを設定した。設定した基準点・補

点の座標は世界測地系であり、座標値は以下のとおりである。

①平成19年度調査

基準′点l X=-43100000  Y=94260000

基準点 2 X=-43100.000  Y=94288.000

補 点 l X=-43120.000  Y=94260.000

補  点 2 X=-43120000  Y三 94276.000

補 点 3 X=-43140.000  Y=94260,000

補  点 4 X=-43140000  Y=94276.000

②平成20年度調査

基準′ミl X=-43220000  Y=94244.000

基準点 2 X=-43236.000  Y=94244000

補 点 l X=-43248.000  Y=94264.000

補  点 2 X=-43272.000  Y=94264000

補 点 3 X=-43248.000  Y=94280000

補 点 4 X=-43276000  Y=94280.000

③平成21年度調査

基準点 l X=-43215,000  Y=94250000  H=63.868m

基準点 2 X=-43150000  Y=94260.000  H=49.703m
この基準点と補点を基準 としてグリッドを設定 した。原点 (X=-43060.000、 Y=94220000)を

北西側隅にして40m四方の大グリッドを設定 し、さらに4m四方の小グリッドを設定 した。グリッド

名は、大グリッドは北から南に向かって I・ Ⅱ・Ⅲ (ロ ーマ数字)中●、西から東に向かってA・ B・

C(ア ルファベ ット大文字)…。とし、小グリッドは北から南に向かって 1・ 2・ 3(ア ラビア数字 )

…、西から東に向かって a・ boc(ア ルファベット小文字)…。とした。それぞれの組み合わせで I

Ala・ IBlbグ リッドの区画名を付 し、区画左上の抗で、その区画のグリッド名称を表 した。

(2)遺 構 の 名 称

検出された遺構の名称は、遺構の種類に応じてアルファベットで略号化し、検出順にそれぞれ番号

を付けて、S101,S K02の ように命名した。精査の過程や終了後に検討した結果、遺構ではない

と判断したものや、遺構の種類を変更した番号については、混乱を防止するために欠番とした。本調

査で使用した遺構略号と遺構名は以下に記したとおりである。

SI:竪穴住居跡、SK:陥 し穴状遺構・土坑、SX:そ の他

報告にあたつては、現場で命名した遺構名をそのまま使用しているため一部欠番を生じている。

H=三 37 466rn

と[==36 715rn

H==38.881rn

I〔 =三 37.745rn

I[==47.167rn

I[=三 50,846rn

H==64.767rn

r[==63.466rn

I[==57.707rn

H==52.044rn

II=三 52.627rn

r[==51 437rn
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1 野外調査

検出された遺構種別・検 出数・遺構名は以下 に記 したとお りである。

①平成19年度調査

遺構種別 :検出数 :遺構名

竪穴住居跡 2棟 :S101・ 02

土坑10基 I S K01・ 02・ 03,04・ 09。 10。 12・ 14・ 18・ 19

陥し穴状遺構 9基 i S K05'06・ 07・ 08。 11・ 13・ 15,16。 17

その他 1箇所 :S X01

柱穴状土坑25基 :PPl～ 25

②平成20年度調査

遺構種別 :検出数 :遺構名

土坑 1基 :S K20

③平成21年度調査

遺構種別 :検出数 :遺構名

土坑 1基 i S K21

(3)試掘 ・粗掘 と遺構検 出

当初、幅 1～ 2m、 長さ5～ 10mの トレンチを地形に応 じて任意の場所に入れ、土層の堆積状況を

把握 した。試掘溝の設定にあたっては、平成17年度の試掘調査の成果を考慮 しながら、試掘溝を入れ

た。試掘の結果、急斜面地で遺構 。遺物が存在する可能性が低いと判断された区域は、試掘調査のみ

で調査を終え、それ以外の区域においては、試掘にもとづいて表土掘削を行った。調査区全体の表土

の厚さは20～ 30cmで、包含する遺物はほとんどないことを確認 し、重機により表土除去を行った。遺

構検出は人力で行った。遺構検出は、尾根上はⅢ層黄褐色土層 (一次検出)ま たはⅣ層マサ土層 (二

次検出)で行い、谷部ではⅡ層黒褐色土層 (一次検出)ま たはⅢ層責4F9色 土層 (二次検出)で行っ

た。

(4)精   査

検出された遺構は、原則 として住居跡など大形の遺構の場合は 4分法、土坑類は 2分法で行った。

精査の各段階において必要図面の作成や写真撮影を適宜行った。陥し穴の底面で確認された副穴は、

径が小さく深いことから、 トレンチを設定 して断面観察による記録を優先 して作成 した。

遺構内出土の遺物は、覆土で可能な限 り分層 して取 り上げ、床面出土の遺物は写真撮影・図面作成

後に取 り上げた。遺構外出土の遺物については、原則 としてグリッドごとに出上 した層位 を記 して取

り上げ、適宜、写真撮影 。図面作成を行った。

また、現場での記録作成では、上記の図面・写真以外にField・ Cardを 使用 して、遺跡の調査経過

や遺構の精査の進捗状況を記録 している。

(5)実測 ・写真撮影

平面実測はグリッドの基準線に合わせた lmメ ッシュを基準として行った。平面図・断面図の縮尺

は竪穴住居跡・土坑類は1/20を 基本として、マイラー用紙に記録 した。レベルは、基準高をもとに絶

対高で測った。なお、 トレンチ位置図・個々の遺構平面図については、グリッド杭・水糸によって設

けられた基準から計測する簡易遣 り方測量ではなく、電子平板を用いて図化作業を行った。断面実測

については、任意の高さを基に設定 した水糸を基準 として計測を行った。
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Ⅲ 調査・整理の方法

写真撮影は、35mmモ ノクローム とカラー リバーサル各 1台、モノクローム 6× 9 cm判 1台、補助用

としてデジタルカメラ 1台 を使用 して調査員が行 った。撮影に際 しては、整理時の混乱 を避 けるため

に撮影 カー ドを使用 した。実際の撮影は各種遺構 の覆土堆積状況、掘 り上げ状況、遺物の出土状況な

どについて行 っている。 また調査終了段階でセスナ飛行機 による航空写真撮影を行 った。

(6)土 層 注 記

断面図作成後に土層注記を行った。観察項 目は、色調・土性・締まり・混入物などである。基本的

には『新版標準土色帳』 (1990年 版、小山正忠・竹原秀雄編・著)を もとに行っているが、締 まりは、

密・やや密 。中・やや疎・疎、の 5段階で判断 した。個々の遺構の覆土堆積状況は、自然か人為かの

判断と、埋没 している上の起源を把握することを課題 とした。層名は調査区内に見られる基本的な土

層をローマ数字 (I・ Ⅱ・Ⅲ)、 遺構内覆土をアラビア数字 (1・ 2,3)で 表 した。層位の細分の

必要が生 じた場合は、小文字のアルファベ ットを付 し、 Ia・ Ib・ lc・ …などと表わした。

(7)土 壌 水 洗

縄文時代の住居跡・炉跡では、動物遺存体が存在する可能性、古代の住居跡や炉跡では、製鉄関連

の遺構である可能性を考慮 し、住居跡の覆上下位 (床上 3 cm)の 覆土、住居跡の炉跡の覆土及び焼土

を採取 し、水洗い 。天日での乾燥・舗 (5 mm。 3 mm。 l mm)に よる仕分け、磁着作業を行った。この

工程を経て得 られた遺物には、土器・石器の細片や鉄淳類・砂鉄などがある。

(8)調 査 の 経 過

①平成19年度調査

調査期間は平成19年 10月 30日 ～12月 5日 で、作業実働 日数は25日 であつた。作業員の登録人数は28

人で、一 日の平均稼働作業員数は26人ほどで作業を行った。以下に調査経過を簡略に記す。

10月 30日 (火)調査開始、作業員登録28人

11月 13日 (火)基準点測量 (釜石測量設計株式会社 )

11月 27日 (火)航空写真撮影 (東邦航空)

11月 28日 (水)終了確認。

12月 5日 (水)調査終了・撤収

具体的な調査の進行状況を記す。調査対象区域は、平成17年度に試掘調査が行われた14,370m2ょ り

本調査対象範囲として示された8,300ポの内、北側1,900m2を 対象として第 1次調査を行った。

調査区の現況は山林で、木は伐採されていたが、木を積み出す際に旧地形を造成 して設けられた作

業道が、調査区を縦断していた。作業は、調査区の確認を行った後、人力で雑物撤去を行った。集積

した雑物は、後に重機で調査区域外に搬出した。その後、任意に トレンチを設けて試掘調査 を行っ

た。

調査区は南側尾根部と北側谷部に分かれる。北側谷部は、重機により表土を掘削 し、遺構検出、精

査を行った。尾根部は試掘調査を行い、遺構が確認された部分について拡張 して調査を行った。

遺跡の公開は、11月 から12月 上旬の降雪・積雪時における調査であったために行わなかった。

②平成20年度調査

調査期間は平成20年 11月 4日 ～11月 27日 で、作業実働 日数は17日 であった。作業員の登録人数は21

人で、一日の平均稼働作業員数は19人 ほどで作業を行った。以下に調査経過を簡略に記す。

11月 4日 (火 )調査開始、作業員登録21人
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2 室内整理

11月 12日 (水)基準点測量 (釜石測量設計株式会社 )

11月 21日 (金)航空写真撮影 (東邦航空 )

11月 25日 (火)終了確認。

11月 27日 (木)調査終了、撤収

具体的な調査の進行状況を記す。調査対象区域は、1次調査に引き続いて行われた第 2次調査で、

南側2,800ポ を対象 として行われた。

調査区の現況は山林で、木は伐採されていたが、木を積み出す際に旧地形を造成 して設けられた作

業道が調査区を縦断していた。作業は、調査区の確認を行った後、人力で雑物撤去を行った。集積 し

た雑物は、後に重機で調査区域外に搬出した。その後、任意に トレンチを設けて試掘調査を行った。

調査区は西側尾根部と東側谷部に分かれる。平坦面が顕著でないことから、平成17年 の試掘調査の

結果を参考 として試掘調査を行い、遣構が確認 された個所について拡張 して調査 を行 う方針で進め

た。 遺跡の公開は、11月 の降雪・積雪時の調査であったために行わなかった。

③平成21年度調査

調査期間は平成21年 5月 25日 ～ 7月 3日 である。調査区は遺跡の中で最 も標高の高い山頂部、そこ

から広がる斜面部、斜面を下 りたところに広がる低位面からなる。樹木伐採後、重機による雑物除去、

人力による表土除去、遺構検出、遺構精査・実測を行っている。

2室 内 整 理

平成19年度調査の室内整理の期間は、平成20年 2月 1日 ～平成20年 2月 29日 、廷べ20日 、整理に従

事 した作業員は 1名である。平成20年度調査の室内整理の期間は、平成21年 3月 2日 ～平成21年 3月

31日 、廷べ21日 である。整理作業は調査員が行った。平成21年度調査の整理期間は平成22年 1月 16日

～平成22年 3月 31日 である。それぞれ各年度の調査で得られた遺物・実測図・写真などについて整理

を行った。野外調査で得られた遺物、実測図、写真などの各種資料は室内整理の段階で次のように処

理 し、整理を行い、報告書作成とともに資料化を行った。

(1)遺構 に関わる記録

実測図は遺構ごとに分類 し、図面は点検のうえ、第二原図を作成して トレースを行った。電子平板

で測量 したデータについては、当センターの様式に基づき現場で入手 した情報をそのまま保存するこ

ととし、打ち出したデータは、手実測で記録 したその他の実測図と合わせて、マイラー用紙に第 2原

図を作成 している。

撮影されたフイルムはネガアルバムに密着写真 と一組にして収納 した。カラースライ ドフイルムは

スライ ドフアイルに撮影州頁に収納 した。デジタルカメラで撮影 したものは当センターの様式に基づ き

ミ爛 データで1又納 した。

(2)遺 物 の 整 理

遺物は野タト及び当センター整理室で水洗 した後、細片は別として、出土地点・層位等を登録 した遺

物Noを 全破片に注記 した。その後、出土地点・層位ごとに仕分けを行い、遺構ごと、遺構外出上の遺

物はグリッドごとに接合・復元作業を行った。遺物の実測図は実大とし、 トレースは遺物の状況に応

じて実大あるいは縮小 して図化 した。石材・炭化材・炭化種実・放射性炭素年代測定などの分析は外

部の専門家に委託 した。遺物の写真撮影はセンター内の専門技師1名が行った。
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Ⅲ 調査・整理の方法

(3)遺物の選別 ・図化の基準

遺物の整理・報告にあたっての作業・記録作成は以下の方針で進めた。報告書に掲載 された遺物は

出上 した遺物のすべてではなく、整理のなかで設定 した基準を基に選別 した一部の資料である。以下

に選別基準を明示する。また、資料化は図化・写真が全てではない。不掲載資料についても可能な限

り数的処理を行い、出土資料全体の傾向を把握するための資料 とした。

a 土器

はじめに出土地点別に重量計測を行った。土器の接合 と並行 して、遺物の選別を進めた。接合 した

上器については、原則 としては計測値 (器高・口径・底径)1箇所以上計測可能なもの (器形が把握

できるもの)を立体土器として登録 し、図化 した。破片資料は、優先的に口縁部破片を選択 したが、

一部胴部破片も選んでいる。そして、該当する土器の時期や型式名など記録 して数的処理 を行った。

b 石器

石器は、出土 したすべてを対象として、個々に仕分け・登録作業・計測・分類を行い、さらに一部

資料について図化を行った。図化の基準は、遺構内出土遺物を優先 して図化することにし、それ以外

の石器は、観察表・写真を掲載するに留めた。

c 陶磁器

陶磁器は、出上 したすべてを対象 として、個々に仕分け 。登録作業・計測・分類を行い、さらに一

部資料について図化を行った。図化の基準は、遺構内出土遺物及び19世紀代の資料である。

d 金属製品

金属製品は、出土 したすべてを対象 として、個々に仕分け・登録作業・計測・分類を行い、全′点の

観察表 。図・写真を掲載 した。和鏡 と飾金具については、外部に成分分析・保存処理を委託 した。

e 自然遺物

炭化材がある。炭化材は、個々に仕分け・登録作業・計測・分類を行った。炭化材は、観察表のみ

の掲載 とし、樹種名を掲載するに留めた。なお、外部の専門家による樹種同定を行った。
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IV 平成19年度調査の成果

1検 出 遺 構

(1)検出遺構の概要

平成19年 度調査で検出された遺構は、縄文時代の竪穴住居跡 2棟、土坑10基、陥 し穴状遺構 9基、

柱穴状土坑25個 、落ち込み 1箇所である。

遺構の占地は、縄文時代の竪穴住居跡や大形の上坑類は尾根上に占地 し、その他の上坑 と陥し穴状

遺構は、尾根北側に広がる沢沿いの平坦部に占地 している。遺構の種類によつて占地が異なる。

(2)竪 穴 住 居 跡

竪穴住居跡は尾根上から2棟確認された。検出された 2棟は、いずれも円形基調で石囲炉を伴うな

ど形状が類似 している。遺構の形状 と出土遺物から縄文時代中期の住居跡 と考えられる。各住居跡の

特徴については、第 2表を参照されたい。

S101竪穴住居跡

遺構 (第 6図、写真図版 4)

[位置・検出状況]Ⅱ B10 c～ ⅢBl cグ リッド。旧試掘 トレンチNo59の 竪穴住居跡 (古代)「北側の

尾根部ではカマ ドを伴う竪穴住居跡 1棟を確認 した」とされていた部分を掘 り下げて確認 したところ、

石囲炉が確認 されたため、ベル トを設定 して精査 を進めた。その結果、Ⅳ層で黒色上の広が りと、

壁・床などが確認できたことから、縄文時代の竪穴住居跡の存在を想定 して調査を進めた。

[重複関係]東側で S K14・ 19土坑 と重複する。 S K14土坑の覆土が S101竪穴住居跡の覆土を切っ

ていたため、 S101竪穴住居跡は S K14土坑に切 られている。また、 S K19土坑を掘 り込んでPP13

がつ くられていたことから、 S101竪穴住居跡が S K19土坑を切っている。これらの遺構の新旧関係

は、 S K19土坑→ S101竪穴住居跡→ S K14土坑である。

[規模・平面形]東側は斜面下になるため壁 。床が消失 している。住居跡全体の西側半分の検出とな

った。正確な規模・形状は不明である。残存 している部分の規模は、(4.51)× 3.49mで 、平面形は円

形基調と推定される。

[覆土・堆積状況]黒色土と褐色上で構成される。自然堆積 と考えられる。

[壁・床面]壁・床は、Ⅳ層を掘 り込んでつ くられている。残存 している西壁はタト傾 して立ち上がる。

壁高は最大61.5cmで ある。床はほぼ平坦だが、石囲炉より東側の床は残存 していない。

[柱穴・配置]PPl～ 13の 13個 を確認 した。PPl・ 2・ 5'13は主柱穴になる可能性がある。

[炉]石囲炉が 1基確認されている。炉の位置は、住居跡全体のなかで東寄 りに位置 している可能性

がある。炉の規模・平面形は、径70× 66cmの 方形基調の石囲炉で、周囲を一回 り大きく掘 り込んでか

ら石組をしている。北側部分に炉石を構成する礫は確認できていない。使用 されている石材は、花商

閃緑岩が主体で、凝灰岩 (北上山地産 。中生代三畳紀～ジユラ紀)も 用いられている。石口炉内には

被熱痕がある。焼上の厚さは明瞭ではなく、石囲部の一部のⅣ層がわずかに被熱 している程度である。

遺物 (第 16・ 17図 、写真図版12・ 13)

[出土状況]覆土から縄文土器片 (289g)と 石器が出土 している。
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Ⅳ 平成19年度調査の成果

[土器]土器片 (1・ 2)。

[石器]石匙 (23)。

時期 出上 した遺物 と遺構の形状から、縄文時代中期 と考えられる。

S102竪穴住居跡

遺構 (第 7図、写真図版 5)

[位置・検出状況]ⅢBlbグ リッド。 S101竪穴住居跡の西側を試掘調査中に縄文土器が出土 し、精

査を続けたところ石囲炉を確認 し、住居跡の存在を想定 して調査を進めた。検出面はⅣ層である。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]東側が斜面下になるため壁・床は消失 している。住居跡の北東側約半分程度を検出

した状態である。そのため正確な規模・形状は不明だが、残存 している部分は (3.54)× (314)m、

平面形は円形基調と推測される。

[覆土・堆積状況]褐色土・明黄褐色土・黄掲色土で構成される。自然堆積 と考えられる。

[壁 ・床面]壁・床は、Ⅳ層を掘 り込んでつ くられている。残存 している西壁はタト傾 して立ち上がる。

壁高は最大44 7cmで ある。床はほぼ平坦だが、石囲炉より東側と南側の壁・床は残存 していない。

[柱穴・配置]PPl～ 7の 7個 を確認 した。炉跡を挟んで対称的な位置にあるPPl・ 7・ 3・ 5

は、主柱穴である可能性がある。

[炉]石囲炉が 1基確認されている。炉の位置は、住居跡の形状のなかで北寄 りに位置する。炉の規

模・平面形は、径67× 60cmの方形基調で、石材は花商閃緑岩や砂岩 (北上山地産・中生代三畳紀～ジ

ュラ紀)が用いられている。焼上の厚 さは明瞭ではなく、石組内の一部でⅣ層がわずかに被熱 してい

る程度である。

遺物 (第 16・ 17図 、写真図版12・ 13)

[出土状況]覆土から土器片 (234.lg)と 石器が出上 している。

[土器]土器片 (3・ 4)。

[石器]両極石器 (26)。

時期 出土 した遺物と遺構の形状から、縄文時代中期 と考えられる。

(3)土   坑

用途不明のものを含む穴を一括 した。10基 ある。このなかには、尾根上で確認 された定形的な規

模・形状をもつ、貯蔵穴としての用途が想定されるS K14・ 19土坑の 2基を含めている。時期は、概

ね縄文時代 と考えられるが、出土遺物を欠 く土坑の詳細な時期は不明である。 S K09。 10土坑の覆土

には調査時に中辣火山灰 と認識 した火山灰が含まれていた。また、 S K01～ 03土坑は、調査時に中撤

火山灰 と認識 した火山灰を覆上に含む S X01落 ち込みを掘 り込んでつ くられていた。各土坑の特徴に

ついては第 3表を参照されたい。

S K01■坑

遺構 (第 8図、写真図版 6)

[位置・検出状況]Ⅱ A3j～ ⅡB3aグ リッド。S X01落 ち込みの覆土中で黒褐色土の広が りとして

検出された。

[重複関係]S X01落 ち込みを切っている。
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1 検出遺構

[規模 ・平面形]規模 は、開田部径93× 82cm、 底部径 31× 24cm、 平面形 は楕 円形 を呈する。深 さは106

cmで ある。

[覆土・堆積状況]黒褐色土・褐色土 。暗褐色土で構成される。

[壁・底面]壁・底面は S X01落ち込みの覆土を掘 り込んでつ くられている。底面は南から北に下が

っている。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳細は不明である。

S K02■」売

遺構 (第 8図、写真図版 6)

[位置 。検出状況]IB3aグ リッド。S X01落 ち込み覆土中で黒褐色上の広が りとして検出された。

[重複関係]S X01落 ち込みを切つている。

[規模 。平面形]規模は、開口部径135× 69cm、 底部径77× 47cm、 平面形は楕円形を呈する。深さは45

伽である。

[覆土・堆積状況]黒褐色土・暗褐色上で構成される。

[壁 。底面]壁・底面は S X01落 ち込みの覆土を掘 り込んでつ くられている。底面は中央部が落ち込

む形状である。覆上の状況から、二つの穴が重複 していた可能性 もある。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遣物がなく、詳細は不明である。

S K03■J九

遺構 (第 8図、写真図版 6)

[位置・検出状況]IB3aグ リッド。S X01落 ち込み覆土中で黒褐色上の広が りとして検出された。

[重複関係]S X01落 ち込みを切っている。

[規模・平面形]規模は、開口部径92× 58cm、 底部径76× 36cm、 平面形は楕円形を呈する。深さは45

cmで ある。

[覆土・堆積状況]黒褐色上で構成される。

[壁 ・底面]壁 。底面は S X01覆土を掘 り込んでつ くられている。壁は外傾 し、底面は緩 く湾曲する。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳細は不明である。

S K04■J丸

遺構 (第 8図、写真図版 6)

[位置・検出状況]Ⅱ B le～ 2eグ リッド。北側は沢への落ち込みに堆積する黒色土上で、南側はⅢ層

上で黒色土の広が りとして検出された。

[重複関係]な し。

[規模 。平面形]規模は、開口部径124× 103cm、 底部径94× 76cm、 平面形は円形を呈する。深さは26
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Ⅳ 平成19年度調査の成果

cmで ある。

[覆土・堆積状況]黒褐色土で構成される。

[壁・底面]壁・底面はⅢ層を掘 り込んでつ くられている。壁は外傾 し、底面はほぼ平坦である。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳細は不明である。

S K09■坑

遺構 (第 8図、写真図版 7)

[位置・検出状況]Ⅱ A6 jグ リッド。Ⅲ層で黒褐色上の広が りとして検出された。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]規模は、開口部径101× 58cm、 底部径83× 40cm、 平面形は楕円形を呈する。深さは34

cmで ある。

[覆土・堆積状況]黒褐色土で構成 される。 1層 に火山灰が含まれている。調査時には中撤火山灰 と

認識 したものであるが、分析の結果、十和田 a火山灰である可能性が指摘 されている (56頁 )。

[壁・底面]壁・底面はⅣ層を掘 り込んでつ くられている。底面は南から北に緩 く傾斜する。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳細は不明である。覆土中の火山灰が、時期を類推する手懸か りとなる。

S K10■J九

遺構 (第 8図、写真図版 7)

[位置・検出状況]Ⅱ A5jグ リッド。Ⅲ層で暗褐色上の広が りとして検出した。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]規模は、開口部径125× 89cm、 底部径84× 37cm、 平面形は精円形を呈する。深さは56

cmで ある。

[覆土・堆積状況]暗褐色土・黒褐色土・暗褐色土で構成される。上層に火山灰が含まれている。調

査時には中掠火山灰 と認識 したものである。

[壁 ・底面]壁・底面はⅢ層を掘 り込んでつ くられている。壁はタト傾する。底面はほぼ平坦である。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳細は不明である。覆土中の火山灰が、時期を類推する手懸か りとなる。

S K12土J丸

遺構 (第 8図、写真図版 7)

[位置・検出状況]lB9eグ リッド。Ⅲ層で黒褐色上の広が りとして検出した。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]規模は、開口部径123× 54cm、 底部径86× 25cm、 平面形は楕円形を呈する。深さは54

釦である。

[覆土 。堆積状況]黒褐色土で構成される。
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1 検出遺構

[壁・底面]壁・底面はⅢ層を掘 り込んでつ くられている。壁は外傾する。底面はほぼ平坦である。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳細は不明である。

S K14■坑

遺構 (第 9図、写真図版 7・ 8)

[位置 。検出状況]Ⅱ B10b o ⅢBl cグ リッド。Ⅳ層で褐色上の広が りとして検出した。S101竪穴住

居跡の西側の壁を精査 していたところ、竪穴住居跡に重複する土坑 として確認 した。

[重複関係]S101竪穴住居跡 。S K19土坑 と重複する。 S K14土坑の覆土が S101竪穴住居跡の覆

土を切つていたことから、 S K14土坑が新 しい。また、平面形状からS K14土坑が S K19土坑を切つ

ている。これらの遺構の新旧関係は、 S K19土坑 → S101竪穴住居跡 →  S K14土坑である。

[規模 。平面形]規模は、開田部径182× 156cm、 底部径153× 1280m、 平面形は円形基調である。深 さ

は207cmで ある。

[覆土・堆積状況]褐色土・暗褐色土・責褐色上で構成される。

[壁・底面]壁・底面はⅣ層 を掘 り込んでつ くられている。壁は内湾 しながら立ち上がる。断面形は

フラスコ状である。底面は、ほlF平坦である。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 遺構の重複関係から縄文時代中期 と考えられる。

S K18土坑

遺構 (第 8図、写真図版 8)

[位置・検出状況]Ⅱ B4 eグ リッド。Ⅲ層で黒褐色土の広が りとして検出した。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]規模は、開口部径107× 97cm、 底部径72× 57cm、 平面形は楕円形である。深さは92cmで

ある。

[覆土・堆積状況]黒褐色土・褐色土で構成される。

[壁・底面]壁・底面はⅢ層を掘 り込んでつ くられている。壁はほぼ真直 ぐに立ち上がる。底面はほ

ぼ平坦である。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 (第 16図 、写真図版 12)

[出土状況]覆上下位から縄文土器片 (44.lg)が出土 している。

[土器]縄文土器 (5)

時期 出土遺物から縄文時代 と推測される。

S K19土坑

遺構 (第 9図・写真図版 8)

[位置・検出状況]Ⅱ B10 cグ リッド。S101竪穴住居跡の精査中に床面 (Ⅳ層)で暗掲色上の広が り

として確認 した。
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Ⅳ 平成19年 度調査の成果

[重複関係]S101竪穴住居跡 ,S K14土坑 と重複する。 S K14土 坑の平面形が S K19土坑の平面形

を切っていたことから、 S K19土坑は S K14土坑に切 られている。また、 S Iol竪穴住居跡―P P13

が S K19土坑の覆土を掘 り込んでつ くられていたことから、 S K19土坑はS101竪穴住屋跡に切られ

ている。これらの遺構の新旧関係は、 S K19土坑 → S101竪穴住居跡 → S K14土坑である。

[規模・平面形]規模は、開口部径 (121)× 104cm、 底部径103× 84伽 、平面形は円形基調である。深

さは128cmで ある。

[覆土・堆積状況]暗褐色土・明黄褐色土・褐色上で構成される。

[壁・底面]壁・底面はⅣ層を掘 り込んでつ くられている。壁は内湾 しながら立ち上がる。断面形は

裾が広がるフラスコ状を呈する。底面は、ほぼ平坦である。 S K19土坑 とK14土坑の重複する底部に

は、礫が置かれていた。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 (第 16図、写真図版12)

[出土状況]覆土から縄文土器片 (248.8g)が出上 している。

[土器]縄文土器 (6～ 9)。

時期 出土遺物 と遺構の重複関係から縄文時代中期 と推測される。出土 した炭化材について放射性

炭素年代測定を行ったところ、4160± 30コBPの結果が得 られている (56頁 )。

(4)陥 し丈 状 遺 構

形状から、陥し穴 としての機能が考えられる穴である。調査区北側の平坦面から9基確認された。

平面形は、楕円形、溝状などの形状を呈するものがある。出土遺物がないため詳細な時期は不明だが、

縄文時代 と推測される。各陥し穴状遺構の特徴については、第 4表を参照 されたい。

S K05陥 し穴状遺構

遺構 (第 10図、写真図版 9)

[位置 。検出状況]I110b。 10cグ リッド。Ⅲ層で暗褐色上の広が りとして検出した。

[重複関係]な し。遺構ではないが、北側の沢に向かう落ち込みの堆積上を切っている。

[規模・平面形]規模は、開口部径170× 86cm、 底部径108× 20cm、 平面形は長軸の長い楕円形を呈す

る。南側の張 り出しは掘 りす ぎたものである。深さは68伽 である。

[覆土・堆積状況]暗褐色土・黒褐色土から構成される。暗褐色土層には小礫を100/0含 んでいる。

[壁 ・底面]壁 。底面はⅢ層を掘 り込んでつ くられている。壁はほぼ真直 ぐに立ち上がる。底面はほ

ぼ平坦だが、南東側が一段高 くなっている。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳細は不明だが、縄文時代 と推定される。

S K06陥 し穴状遺構

遺構 (第 10図、写真図版 9)

[位置・検出状況]Ⅱ B6hグ リッド。Ⅲ層で細長い黒褐色土の広が りとして検出した。平面形状の検

出面はⅢ層だが、断面を観察するとⅡ層中から掘 り込まれている。東狽Jが調査区域外にかかる。

[重複関係]な し。
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1 検出遺構

[規模・平面形]規模は、開口部径 (73)× 35cm、 底部径 (65)× 18cm、 平面形は細長い溝状を呈す

るものと推定される。深 さは45cmで ある。

[覆土・堆積状況]黒褐色土・暗褐色土から構成される。自然堆積 と思われる。

[壁 ・底面]壁 ・底面はⅢ層を掘 り込んでつ くられている。壁は外傾 して立ち上が り、底面は、ほぼ

平坦である。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳細は不明だが、縄文時代 と推定される。

S K07陥 し穴状遺構

遺構 (第 11図 、写真図版 9)

[位置 。検出状況]Ⅱ B6gグ リッド。Ⅲ層で黒褐色上の広が りとして検出された。

[重複関係]な し。

[規模 。平面形]規模は、開口部径168× 74cm、 底部径91× 42cm、 平面形は細長い楕円形を呈する。深

さは63cmで ある。

[覆土・堆積状況]黒色土・掲色土・暗褐色土から構成される。

[壁・底面]壁・底面はⅢ層を掘 り込んでつ くられている。壁は外傾 して立ち上がる。底面は西から

東へ傾斜 している。

[そ の他の付属施設]底面の中央より東寄 りに副穴を 1個確認 した。開口部が径20cmほ どある開口部

の広い穴である。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳細は不明だが、縄文時代 と推定される。

S K08陥 し穴状遺構

遺構 (第 11図 、写真図版 9)

[位置・検出状況]I B10f・ ⅡBlfグ リッド。北側は沢に向かって落ち込む黒色の堆積土上、南

側はⅢ層上にまたがって、黒褐色上の細長い広が りとして検出した。

[重複関係]な し。遺構ではないが、調査区北側の沢に向かう落ち込みの堆積上を切つている。

[規模・平面形]規模は、開口部径331× 74cm、 底部径312× 17cm、 平面形は溝状を呈する。深さは89cm

である。

[覆土・堆積状況]黒掲色土・暗褐色土・黒褐色土から構成される。自然堆積 と思われる。

[壁・底面]壁 。底面はⅢ層を掘 り込んでつ くられている。壁は外傾 して立ち上がる。底面は、南側

から北側にかけて緩 く傾斜する。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 覆土から土器 (7.3g)が出上 している。小片のため不掲載である。

時期 出土遺物は少量であ り、詳細は不明だが、縄文時代 と推定される。

S Kll陥 し穴状遺構

遺構 (第 12図 、写真図版10)

[位置・検出状況]IB3b～ 3cグリッド。Ⅲ層で黒褐色上の広が りとして検出した。
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Ⅳ 平成19年度調査の成果

[重複関係]な し。

[規模 。平面形]規模は、開口部径439× 67cm、 底部径234× 13cm、 平面形は溝状を呈する。深さは101

cmで ある。

[覆土・堆積状況]黒色土・褐色土・黄褐色土から構成される。自然堆積 と思われる。

[壁 ・底面]壁・底面はⅢ層を掘 り込んでつ くられている。壁は外傾する。底面は中央付近が落ち込

むように緩 く湾曲している。

[その他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳糸田は不明だが、縄文時代 と推定される。なお、出上 した炭化材について

放射性炭素年代測定を行ったところ、5060± 40「BPの結果が得 られている (53頁 )。

S K13陥 し穴状遺構

遺構 (第 12図 、写真図版10)

[位置・検出状況]IB5d～ 5eグ リッド。Ⅲ層で黒褐色上の広が りとして検出した。

[重複関係]な し。

[規模 。平面形]規模は、開回部径399× 63cm、 底部径377× 19cm、 平面形は溝状を呈する。等高線に

沿って長軸が設けられている。深さは114cmで ある。

[覆土・堆積状況]黒褐色土・暗褐色土・黄褐色土で構成される。

[壁 ・底面]壁・底面はⅢ層を掘 り込んでつ くられている。壁は外傾する。底面は直線的で長軸方向

の西から東にかけて緩 く傾斜する。

[そ の他の付属施設]底面に副穴 4個 を伴うも径20cm、 深さ15～ 25cm程度の穴である。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳細は不明だが、縄文時代 と推定される。

S K15陥 し穴状遺構

遺構 (第 13図 、写真図版10。 11)

[位置・検出状況]Ⅱ B3c～ 3dグ リッド。Ⅲ層で黒褐色上の広が りとして検出した。

[重複関係]な し。遺構ではないが、北側の沢に向かう落ち込みの堆積土を切っている。

[規模・平面形]規模は、開口部径235× 58cm、 底部径208× 14cm、 平面形は溝状 を呈する。深さは79

cmで ある。

[覆土・堆積状況]黒褐色土・褐色土・黄褐色上で構成される。自然堆積 と思われる。

[壁・底面]壁 ・底面はⅢ層を掘 り込んでつ くられている。壁はタト傾する。底面はほぼ平坦である。

[そ の他の付属施設]底面に副穴を2個伴う。規模は径20銅 、深さ15cmほ どの穴である。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳細は不明だが、縄文時代 と推定される。

S K16陥 し穴状遺構

遺構 (第 13図 、写真図版11)

[位置・検出状況]Ⅱ B2c～ 2dグ リッド。m層で黒褐色土の広が りとして検出した。

[重複関係]な し。遺構ではないが、北側の沢に向かう落ち込みの堆積上を切って掘 り込まれている。
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1 検出遺構

[規模・平面形]規模 は、開田部径230× 54cm、 底部径197× 28cm、 平面形は溝状 を呈する。深 さは59

cmである。

[覆土・堆積状況]黒褐色上で構成される。自然堆積 と思われる。

[壁・底面]壁・底面はⅢ層を掘 り込んでつ くられている。壁は外傾する。底面は緩 く湾曲する。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳細は不明だが、縄文時代 と推定される。

S K17陥 し穴】犬遺構

遺構 (第 13図、写真図版■)

[位置・検出状況]Ⅱ B2cグ リッド。北側の沢に向かう落ち込みの堆積上を切つて掘 り込まれている。

Ⅲ層相当で黒褐色上の広が りとして検出した。南側に落ち込みに対する試掘溝を入れてお り、そのた

め遺構の南東部を失っている。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]規模は、開口部径267X42cm、 底部径218× 20cm、 平面形は溝状を呈する。深さは39

cmで ある。

[覆土・堆積状況]黒掲色土・暗褐色上で構成される。

[壁 ・底面]壁・底面はⅢ層を掘 り込んでつ くられている。壁は外傾する。底面は長軸方向の西から

東へ緩 く傾斜する。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 土器片 (28.Og)が 覆土中から出土 しているが、小片のため不掲載である。

時期 出土 した遺物は少量であ り、詳細は不明だが、縄文時代 と考えられる。

(5)落 ち 込 み

調査区北側の平坦面で、調査区域外の西側から延びる形で落ち込みが確認された。人為的な遺構 と

は判断していないが、黒褐色土の覆土中に火山灰を確認できたこと、落ち込みを切る遺構が確認でき

たこと、落ち込みに切 られる遺構が想定されたこと、などから精査を行ったものである。

S X01落ち込み

遺構 (第 14図 、写真図版11)

[位置・検出状況]Ⅱ Ali～ ⅡB4aグ リッド。Ⅲ層で中抑火山灰を含む暗褐色上の広が りとして確

認 した。

[重複関係]S K01,02・ 03土坑に切 られている。

[規模・平面形]検出された範囲は、南北約15m、 東西約 7mで、壁の上面観は曲線的である。深 さ

はもっとも深いところで1.5mほ どである。

[覆土・堆積状況]に ぶい黄褐色土・黒褐色土・褐色土・暗褐色上で構成される。にぶい黄褐色土は

上下に細分される。調査時に中諏火山灰 と認識 した火山灰である。

[壁 ・底面]壁・底面はⅢ層を掘 り込んでつ くられている。壁は外傾 して立ち上がる。底面は、やや

凹凸があるが、ほぼ平坦である。調査時に湧水が確認できている。

[そ の他の付属施設]な し。
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Ⅳ 平成19年度調査の成果

遺物 (第 16図 、写真図版 12)

[出土状況]黒色土層中から土器片 (77.7g)が 出土 している。

[土器]縄文土器 (14)。

時期 覆上の状態 と遺物出土状況から縄文時代以降に埋没 したものと推測 されるが、詳細は不明であ

る。なお、 S X01落 ち込みの覆土で確認された火山灰は、調査時にはS K09土坑の覆土で確認された

火山灰 と同一のものと認識 したものである。 S K09土坑覆土中の火山灰の同定結果に拠れば、所属時

期が大きく異なってくる可能性はある。性格は埋没沢の可能性がある。

(6)柱 穴 状 土 坑

調査区北側の平坦面で、柱穴状土坑が25個確認された。分布から、ⅡB3aグ リッド付近で検出さ

れた 6個 と、ⅡBlf～ 3fグリッド付近で検出された19個 に大別される。建物の構成を確認できて

いないので、柱穴群 として報告する。個々の柱穴状土坑の規模は、観察表を参照されたい。

PPl～ 6柱穴状土坑

遺構 (第 15図 、写真図版 3)

[位置・検出状況]PPlは Ⅲ層、PP2～ 6は S X01落 ち込みの覆土中で検出された。

[重複関係]PP2～ 6は S X01落 ち込みを切つている。

[規模 。平面形]個々の柱穴の規模には差がある。柱穴群は径 4m四方に分布する。

[覆土・堆積状況]黒褐色土・暗褐色上が主体である。

[壁 ・底面]壁・底面は検出面 と同様にⅢ層である。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 PP2か ら土器 (19.8g)が 出上 した。小片のため不掲載である。

時期 覆土の状態 と遺物出土状況から縄文時代以降と推測 される。

PP7～ 25柱穴状土坑

遺構 (第 15図 、写真図版 3)

[位置・検出状況]Ⅲ層で黒褐色上の広が りとして検出された。

[重複関係]P P21・ 20は 北側の沢に落ち込む堆積土を切つてつ くられている。

[規模・平面形]個々の柱穴の規模には差がある。柱穴群は径 6× 12m四方に分布する。PP 7'8・

9,10,11が北東―南西方向で直線的に並ぶ。柱間の距離は約 1.8～ 2m(約 6尺)である。

検出された柱穴は、深さも10～27cmと 浅いことから、周辺は削平されているものと推測される。すで

に消滅 した柱穴の存在を想定すれば、PP7～ 10に P P20・ 21を 含めた建物跡の存在も想定されるの

かもしれない。柱列は、建物跡を構成 していた可能性 もある。

[覆土 。堆積状況]黒褐色土・暗褐色上が主体である。

[壁 ・底面]壁・底面は検出面と同様にⅢ層である。

[その他の付属施設]な し。

遺物 (第 17図 、写真図版13)

[出土状況]PP7か ら銭貨が出土 している。

[銭貨]元祐通宝 (俗称 :叶手元祐、初鋳年 :近世前期)(42)。

時期 近世前期の銭貨が出土 していることから、これらの柱穴は近世以降の可能性がある。
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1 検出遺構

第 2表 竪穴住居跡観察表

第 3表 土坑観察表

第 4表 陥 し穴状遺構観察表

(数値):残存値

No
ｂ
　
Ｏ

サ

Ｎ
遺構宅 位 置 検出面 禾面 平面形 規模 (nl) 炉の形態 朔ω

焼上の厚さ

(cm)

をし太 ・

luE置

覆上の堆積状況

(上位→下位)

付偏 重複関係

(旧→新 )

遺 物

掲載No 時期

6 4
Ⅱ B10c,
ⅢBlc

Ⅳ Ⅳ 楕円形 ? (451)× 349 石囲炉 70× 66
Ⅳ層の

被熱のみ
13 黒色土、褐色土 な し

SK19→ S10

1→SK14
1・ 2・ 23

文

期

縄

中

7 5 皿Blb Ⅳ Ⅳ 円形 ? 354)× (314) 石囲炉 67× 60
Ⅳ層 の

被熱 のろ
7

褐色土、明黄褐土、

黄褐土
な し な し 3・ 4・ 26

文

期

縄

中

(数値 ):残 存値

版

ｏ

図

Ｎ

写図

No
遺構名 位置 食出lE 平面形

規模 (cm) 底面の

(ュ ェ1)

覆土 の堆積状況 重複関係 性格 付属施設 時期

開 口部 底 部 深 さ

8 6 SK01 Ⅱ A3j,I B3a 円形 93× 82 31× 24 1068 36705 黒褐土、褐色土、暗褐土 SX01→SK01 土 な し 不 明

8 6 SK02 Ⅱ B3a Ⅱ ? 惰円形 135× 69 77× 47 37269 黒褐土、暗褐土 SX01→ SK02 土 な し 不 明

8 6 SK03 Ⅱ B3a Ⅱ ? 楕円形 92X58 76× 36 37233 黒褐土 SX01→ SK03 土 な し 不 明

8 6 SKOJ I Ble,2c Ⅲ 円 形 124× 103 94X76 36660 黒褐土 な し 土 な し 不 明

8 7 SK09 Ⅱ A6j Ⅲ 楕円形 と01× 58 83× 40 38547 黒褐土 (火山灰含む) な し 土 な し 不 明

8 7 SK10 Ⅱ A5j 皿 楕円形 125× 89 84X37 38109 暗褐土、黒褐土 (火山灰含む な し 土 な し 不明

8 7 SK12 I B9e Ⅲ 楕円形 123× 54 86× 25 35499 黒褐土 な し 土 な し 不明

9 7・ 8 SK14 I B10b.Ⅲ  Blc Ⅳ 円形 182X156 153× 128 2070 47052 褐色土、暗褐上、黄褐土
SK19→ S101
→SK14

貯 な し
文

期

縄

中

8 8 SK18 EI B4e 皿 円形 107× 97 72X57 35177 黒褐土、褐色土 な し 土 な し 不 明

9 8 SK19 Ⅱ B10c Ⅳ 円 形 (121)X104 103X84 47059 暗褐土、明黄褐土、褐色土
SK19→ S101
→SK14

貯 な し
文

期

縄

中

(数 値):残 存値

版

ｏ

図

Ｎ

図

ｏ

写

Ｎ
遺構名 位置 検出顧 平面形

規模 (cm) 底面の

(m)

覆上の堆積状況 重複関係 性 格 付属施設 時期

開日部 底 部 深 さ

9 SK05 I110b,10c 楕円形 170× 86 108× 20 暗褐土、黒褐土 な し 陥 な し 縄文 ?

9 SK06 Ⅱ B6h 溝状? (73)× 35 65X18 450 35616 黒掲土、黒色土、暗褐土 な し 陥 な し 縄文 ?

11 9 SK07 Ⅱ B6g 溝状 168× 7判 91X42 633 35754 黒褐土、褐色土、暗褐土 な し 陥 副穴 1個 縄文 ?

11 9 SK08 B10f.I Bl 楕 円形 331× 7判 17 35904 黒褐土、暗褐土、黒褐土 な し 陥 な し 縄文 ?

12 SKll II B3b,3c 溝 状 439× 67 234× 13 36608 黒褐土、褐色土、黄褐土 な し 陥 な し 縄文 ?

12 SK13 Ⅱ B5d,5e 溝状 399× 63 377× 19 36363 黒褐土、暗褐土、黄褐土 な し 陥 冨」穴 41固 縄文?

13 SK15 Ⅱ B3c,3d 溝 状 235× 58 208× 14 36495 黒褐土、褐色土、黄褐土 な し 陥 副 穴 21回 縄文?

13 11 SK16 I B2c 2d 溝状 230× 5J 197× 28 597 36504 黒掲土 な し 陥 な し 縄文?

13 11 SK17 lI B2c 溝状 267× 42 218× 20 36450 黒褐土(火 山灰含むk暗 褐土 な し 陥 な し 縄文?
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基 2
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11=    37 745

X=-43140 000
Y= 94260 000
H=    47 167
X=-43140 000
Y= 94276 000

=I=    50 846

=-431 老
牛

'瑛

製 品

基本
土層
②

A ノゝ1

基本土層②
_皇 L=51900m

基本」詈① A― A'

1 10Y R多 ワ 黒褐色 シルト 締まり疎 (表D。

上 岳隠 1梶箸足
/雅
象継 鴨濱功緒路普寇

潮晴効冒。
Ⅲb 10YR,3黄 褐色 砂質枯土 締まりや葉塔 粘性あり 糸阻
IVa 10YR5/8 黄褐色 砂 締まり密 マサ上
IVb 10YR,8 黄褐色 砂 締まり密 マサ土 花開岩粒 (径 lcm1 3%含

基本」詈② A― A
1 10Y R〃 ワ 黒褐色 ン レト 締まり疎  (表D。
Ⅲb 10YR舅 難 砂質粘土 締まリム試翡 粘性あり 紳阻
Ⅳa 10YRシ 8 黄褐色 砂 締まり密 マサ上

/

八木沢駒込Ⅱ遺跡(YGS■ -07)遺構―一覧表

No 遺橋名 種別 部分図

1 竪穴住居跡 1

2 穴住居跡 1

3 SK01 土坑

4 SK02 土坑

5 SK03 土 坑

SK04 土 坑

7 SK09 土坑

8 SK10 土坑

9 SK12 土坑

10 SK14 土坑 1

11 SK18 土 坑

SK19 ■坑 1

13 SK05 陥し穴】犬遺補

SKl16 陥 し穴状遺お

15 SK07 陥 し穴状遺帯

16 SK08 陥 し穴状遺帯

17 SKll 陥 し穴状遺帯

SK18 陥し穴1犬遺痛

SK15 陥 し穴状遺編

20 SK16 陥 し穴状遺お

SK17 陥 し穴状遺や

SX01 埋没沢

PPl-6 柱穴土坑

24 PP7～ 25

凡例

遺構略号 :種別 遺構数

SI:竪穴住居跡 2

SK:土坑・ 陥 し穴状遺構 ±10・ 陥9

SX:その他 1

柱穴

第 4図 遺構配置図 (全体図 )
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第 5図 還構配置図 (部分図)
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Ⅳ 平成19年度調査の成果

一ぃ

◎

ＰＰ８
◎
ＰＰ９

A_

荒錆伊“
Y=94272

PPll

S101 A― A'・ B― B.

1 10YR2/1黒色 シルト 締まり疎 植根多く乱  餃⊃
1 10YR4/6褐色 粘土 締まり中 植根a 俵土直下Ю廃蝕を受けている)

いキ
A

―――  L=49 100rn

B L=48900m

炉

Cr_И。ォハA_C'①  DL=48400m    型9 ± L=4晋00m l C'②

rベルトD一 Di ベル トC一 C'

C― C'②・D一 D'②

掘りすぎ

炉

S101-炉 C― C'①・D― Dl①

l 10YR3/4 暗褐色 シルト 締まり中9

2 10YR76褐色 粘土質シルト 締まり中。

ギ<瑞睦ち
聰

べ″レトC― C'

1 5YR76赤 褐色 焼土 締まり中。
2 10YR3/4暗褐色 シクレト 締まり中 花向岩粒 俗 3mmJ l)■亀 ヽ
3 10YR4/4褐色 粘土 締まり疎 IIIBのブロック (径 2釦, 1)les
4 10Y R5/6 黄褐色 砂 締まり中 花蘭岩ブロック に 2～ 3m 7■ミ 、

0               1 : 50             2m

SK14(新 )

_望2■

希

L=48400m  夕1

第 6図  S101竪 穴住居跡
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1 検出遺構

S102 さ

Ｏ
ＰＰ７

卜

　

労

①
ＰＰ２

_3/

炉

―皇 L=48800m

炉

―⊇ L=48800m

SI弦一炉 C― Ci①・D― D'①
l 10Y RV8暉鸞庖  シル ト 締まり軋
2 10Y R5/6 黄褐色 砂 締まりやや疎

花醜 俗 2mm1 3%缶
3 10Y R6/6 明褐色 砂 締まりや崇密

くずれたN亀 (マサD。

炉

一皇 L=48800m

炉

L=48800m

S102-炉  C― C'②・D― D'②
1 5YR4/6赤 褐色 焼土 締まり中。
2 10YR3/4 1罰瓢色 ン ント 締まり軋
3 10YR4/4褐色 ン レト 締まり嗚

B1   4 10YR3/4暗
褐色 ン レト 締まり軋

③
ＰＰ

Y=94268

北7凱
4

い＼

D

B
L=49_400m

10YR5/6 黄褐色 粘土 締まりやく密 花蘭岩粒 径 5mm1 1%。 暗褐色土粒 径 7nn1 3埼
10YR,6雑 粘土 締まり疎 花醜 径 2mm1 3‰鑑
10YR6/6 明黄褐色 砂 締まりやや疎 黄褐色土粒 径 5Ⅲ

「
1 1冷。

ムミル トB――BI

ベル トA一 Al

SItt A― A'・ B― BI

10YR4/4 褐色 砂質粘土 締まり疎 黒色土粒 径 5～ 7m0 1%a
10YR5/6黄 褐色 粘土 締まりやや疎 花醜 俗 1～ 3mm1 3■亀 、

10YR96 明黄褐色 砂 締まり中 花関岩ブロック 径 3～ 4倒0 1■亀 、

10YR4/4褐 色 砂質粘土 締まり疎 花蘭岩プロック 径 2co1 1■砲 、
10YR4/4褐 色 砂質粘土 締まりヽ (お 花醜 径 2m01%缶

-26-
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SK01

十
Y=94259

fttζa聖
l in

十

Ⅱ B3b

1 lm

X=43181+
AI    Y=94264

A'

Ⅳ 平成19年度調査の成果

Ⅱ B3a一
1 lm

X-43190+
Y=94262

SK03

Y=94262

X子狙せ率B絶

A

SK02 A― A'

1 10Y R″ワ 黒掲色 シル ト 締まり中 褐色土プロック 盗 2～ 3cr0

3%寄
2 10Y R″8 黒褐色 シル ト 締まりやや疎 1層に類似するが、暗褐

色土ブロック 径 2cllを 3%含む点で異なる。
3 10Y R3/3 暗褐色 シル ト 締まりヽ や喀 裾色土粒 径 1～ 2mll

3唸
4 10Y R勃  暗褐色 ン レト 締まり密 褐色上位 (径 7～ 8mm1 5■砲 。

=生 L=39 800m      l

洛   +
Y=94263

A
―――― L=37 8901n

Y=94260

A'

SK03 A― A'

1 10YR2/2 黒働色 シル ト 締まり中
褐色土ブロック 径 2～ 3め 3%モミ

2 10Y R3/2 黒褐色 シル ト 締まりやや疎
暗褐ζブロック 径 2～ 3cn1 3■亀 、

SK01 A― A
l 10YR2/2黒 掲色 ン レト 締まり中

褐色土プロック 径 2～ 3ω 3■亀 、
2 10YR4/4 褐色 砂質シル ト 締まりやや疎

黒色土プロック に 3cm1 1■亀 、
3 10YR3/4 暗骨色 シル ト 締まりやや疎

褐色土ブロック 径 3α)7%食 SK09

Ⅱ A6i

X丸3Ю3型症誘粛
弦0

SK10

2m
Ⅱ A5j―

12m

十X-43118
Y=94258

A 十

た
八

ンヽ
Y=94259

A'

りすぎ

A+
身

A'

4m
Ⅱ Blo・―

14m

+番琵晋飩
Y=94280

A'

夕

A
L=39000m

IB9e43m

X=43094+

SK∝ A一 A'
1 10YR〃急 黒局色 シァレト 結まり密 褐色土粒 径 l cml

l%・ 礫 径 3cD1 1唸

SK∞  A一 人'

1 10Y R20 黒裡泡  シル ト 締まり密
中撤浮石プロック 径 8～ lα動 多く含

2 10YR2/2 黒提也  シル ト 締まり中

褐色土プロック 径 2～ 3cm1 5'■亀 、

望生 Li38 800m

掘 りすぎ

SK10 A― Al
1 10Y Rシ8 暗褐色 シル ト 締まり密 中撤津石

径 2～ 3o0 5%・ 炭化物粒 径 5■0 1■亀 、
2 10YR2/3 黒掲色 シ レト 締まり密 中撤 子石

俗 2～ 3cm1 3■ミ 、
3 10YRy4 暗褐色 ン レト 締まりやや密 中撤浮石

俗 3～ 5cn1 5%・ 礫を乱
4 10YR2/3黒褐色 シ レト 締まり中 随 難

径 2～ 31am1 3%乱
10YRγ4 暗褐色 シ レト 締まり疎 褐色土ブロック
径 3cHl1 3■亀 、

10YR3/3 暗掲色 シル ト 締まり密 褐色土粒
径 5～ 7nn1 3塩

10YR3/4 1罰 陽色 ン レト 締まり式ポ朔参 10YR4/3
にぶい黄掲色シル トブロック 径 3～ 4cm1 7・■亀 、

+
Y=94277

A

Y=94279
X=43095+

―▲ L=86100m ピ上

SK12 A― A'
1 10YR″修 黒褐色 シル ト 締まりやや密

花闇岩ブロック に 2～ 3cln1 1'■亀 、

掘 りすぎ

SK18 A― A'

1 10Y R2/3 黒褐色 シル ト 締まりやや密 花同岩粒 に 3～ 4mm1 1■億
2 10YR2/3 黒掲色 シル ト 締まりやや疎 褐色土ブロック 径 2cm1 1'■砲 、
3 10YR2//2 黒掲色 シル ト 締ま り中 褐色土プロック (径 1～ 2cII1 3)■亀 。
4 10VR2/2 黒褐色 ン レト 締まりやや疎 褐色土を層状に交互に缶  (ラ ミナn
5 ЮYR2/3 黒掲色 シル ト 締まり中 褐色土粒 径 2～ 3mm1 1唸
6 10YR2/3 黒褐色 シル ト 締まりやや密 褐色土ブロック 径 3cm1 5唸
7 10Y R22 黒褐色 シル ト 締まり疎 褐色土ブロック 径 2～ 3cm1 1',ミs
8 10YR夕 6褐 色 粘土 締まり密 黒色土プロック 径 2cm)1%気
9 10YRtt3髄  シル ト 締まりやや疎 褐色土ブロック 径 1～ 2cm1 1%乱
10 10YR4/4 褐色 粘土 締まり疎 花商岩粒 径 2mm1 3 iく、

第 8図  SK01～ 04・ 09。 10。 12・ 18土坑

L=37800m

L=37_000m

Li37 200m
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1 検出遺構

SK14

X=43138+
Y=94267

>

二生 L=48400m

SK14 A―パ

l 10YR4/4褐 色 粘土 締まり中 花開岩粒 径 3m07埼 。

2 10YR4/6褐 色 粘土 締まりやや疎 花闘岩粒 径 311m11崎。

3 ЮYRy4 暗褐色 シル ト 締まりやや密 褐色土ブロック 径 3c415・■熱 、

4 10YR5/8 黄褐色 粘土 締まり疎 花詢岩粒 (径 2mm1 1■亀 、

5 10Y R3/3 暗褐色 粘土 締まりやや疎 花関岩粒 径 3～ 5mm1 7唸
6 10Y R3/3聯亀 シル ト 締まリム訳翡 花鰯齢 拡径 2～ 3mn 3埼 。

7 10Y R3/4母辞 絶 ン レト 締まり螺訳翡 褐色土粒 盗 3「F13%・ 礫 径 5～ 7cm1 3%缶
8 10YR74 暗褐色 ン レト 締まり中 花南岩粒 径 3m41 1雄。

9 ЮYR,6 黄掲色 粘土 締まりやや疎 暗褐色土プロック 径 3～ 4cH1 5唸
Ю 10YR6/6 明黄褐色 砂 締まりや M氣
11 10YR6/6 明黄褐色 砂 締まりやや疎 暗褐色土ブロック 俗 8～ 4cm1 3・す亀 、

12 10YR6/6 明黄褐色 砂 締まり疎 花闘岩位 (径 3mm1 1澄。

13 10YR5/4 イこ争い黄褐色 砂質シル ト 締まり疎 黄褐色土プロック 径 5cm1 3崎。

14 10YR5/6黄 褐色 油土 締まりやや疎 くずれたマサ土ブロック 径 3～4cn1 3塩
15 ЮYR74 褐色 粘土 締まり疎 花向岩位 (径 2mm1 3■億

16 ЮYR74褐 色 粘土 締まりやや疎 炭ブロック 径 lca1 1■億

01 PP13

一塗 L=48400m

SK19 A― A'

1 10YR3/4晴褐色 シル ト 締まり中 褐色土プロック200/O・ 炭化物 1%艶
2 ЮYR4/4 褐色 砂質ン レト 締まり中。
3 10YRV8 暗陽色 シル ト 締ま り中。
4 ЮYR“  にぶい黄褐色 砂質ン レト 締まり軋
5 ЮY R7/6 明黄褐色 砂 締まり疎 マサ上の崩義
6 10YR74 褐色 砂質シル ト 締まり疎 マサ± 5'■亀 、
7 10YR73 にぶい黄褐色 砂 締まり疎 マサ± 5'す亀 、

8 10YRy4 暗陽色 シル ト 締まり中 マサ土p若鋭

L=48400m

少

X=-43138+
Y=94267

SK19

レ
ド

Ｃ
／

B

S101の覆土

し=49200m
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SK05

Ⅳ 平成19年度調査の成果

_全.L=36800m

SK05 ATパ
■ 10YR3/3 暗鶴色 シルト 締まり中 礫 に S～ ISO 109/。 1縦 プロンオ 俗 en

l塩
2 10YR2/3 黒鶴色 シルト 縦ま,韓 職 プロッタ 健 34■lS唸 中

れヽ 1層は理 をみられれ

寺訂:∞

次
ツ

りすぎ

調査区域外

―皇 L→6.900取
B'

C
L■36.800■n

C'

A L=36.900m

SK06 A―ド
I 表土

二a 10YR2/3 黒働色 締まり申 碑 俗 1～ 3山)8%`白艶  (スコヴア?)″塩

:i授 :監を―議 蟻 昇 観 堰fで瑠暇譲4謁塵軍η
やや暗く門 の効 乱

W4 10YR“ 撥ヨ 綺感 ,密 う齢辮翻町 花鶴静と建 om 3峰 v
SKOC覆上
1 10Y良カワ 黒脅色 シルト 縦まり疎 II層博制隣するが、暗褐色上プロッタ 盗 3m a

&器手財難撫 Ⅲ越斎塗璃き維議鳥姻翼島催2-3ω 彦層状

判¥離 誰 魏 羅篠陥縄 舗き癬 臨

SK06

Ⅱ B6h

114
+x-4121

張ミ温
Y■94288

一二 L=36.900m
B'

Y=9426&

調査区域外

第10図 SK05・ 06陥 し穴状遺構
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SK07

Y=94284

浄弔姥0札 B6拇

検出遺構

―皇 L=86400m

Y=94286
十

く

ん
く

SK∝ A― A
I 表土
Цa 10YR2/3 黒褐色 シル ト 締まり中 花商岩粒 (径 1～ 3rm1 3%・ 自色粒

(ス コリア?)7・■姦 。
こb 10YR″ 8 黒掲色 シル ト 締まりやや密 ■a層に類似するが、色調や割 音く

混入物の量が減る。
Ⅱc 10YR2/1 黒色 N/7レ ト 締まり疎 花商岩粒 に 1～ 5mul1 10■偲
Ⅱc' 10YR2/3 黒掲色 シル ト 締まり中  (花南岩鬼 (径10輌前後)剣本で黒褐色

EL/Jミ 混じる)

Ⅱd lcと Ш aの混土 御醐 冒)。

Ⅱd' 10YR4/4 褐色 シァレト 締まり密 マサ土 径 2～ 10nln1 10%合

SK07覆 土
1 10Y R2/2 黒褐色 シル ト 締まりやや密 花南岩粒 径 2～ 3m05始 ,

2 10YR2/2 黒褐色 シル ト 締まりやや疎 花南岩粒 径 2～ 3m07■億
3 ЮYR4/6 褐色と10YR2/2 黒褐色の混土 ′� 卜 締まり中。
4 10Y R2//2 黒褐色 シァレト 締まりやや疎 褐色土粒 径 2～ 3nlp1 3%急
5 10YRVt 暗褐色 シ レト 締まり疎 褐色土粒 径 2～ 3mnl1 3%・ 花闘岩粒

径 2mn1 1'‡亀 。
10YR2/1 黒色 シル ト 締まりやや疎 褐色土ブロック 径 lcm1 1■く 、

10YR4/6 褐色とЮY R2/2 黒褐色の混土 シル ト 締まり中。
10Y R2/2 黒傷色 締まり中 褐色土ブロック に 3～ 5cn1 3%a

＼

SK08

Y=94280
X=43099+

浄仙∞嗚B

沐

SK08 A― A'

1 10YR2/2 黒褐色 シル ト
2 10YR3/3 Л罰身色 シル ト

径 2～ 51nll1 1唸
3 10YR4/4 褐色 砂質シル ト

4 10YR″ 9 維  シノント

締まり中 花蘭岩粒 径 2～ 4mm1 3%缶
締まり疎 花南岩ブロック 径 2cln1 1%・ 褐色土粒

花鰐 貌 径 8～Юω 含

締まりやや密 褐色土粒 俗 5～ 7m07澄 。

狛＼

0       1 :40      1m

表      (数 値):残存値

No 遺構名
規模 (cn)

(m)
備考

開口部径 深 さ

1 SK07-PPl 20× 17 35628

L=36400m

ν

L=36 900rn

-30-

第11図  SK07・ 08陥 し穴状遺構



Y=94267
X=-43108+

Y=94268

荒 B3c

Ⅳ 平成19年度調査の成果

AL=37800m  塗上

Ｖ
ν
／
／

掘 りすぎ

SK■  A― A'

1 10Y R2/3黒 褐色 ン レト 締まり疎
暗褐色土ブロック 径 2～ 3 cm)7澄。

2 10YR4/6 褐色と10YR2/3 黒褐色の混止
シル ト 締まりも郁遊 花醜
径 2～ 3mm1 3%缶

3 10Y R4/6褐 色 締まりやや疎 ン レト

黒褐色土ブロック 径 2～ 3cm1 1'I亀、
4 10YR,` 黄掲色 締まり疎 粘土

花向岩粒 俗 2～ 3mJ1 3埼。
5 10Y R5/6 黄褐色 粘土 締まり典

BI

―全 L=37400m

ミ

B L=37700m

SK13

_旦 L=87600m

C
―

Li36 600m

Y=-94275
X=43116+ 弔霊e

一く

B
BI

BI

く
|

Ci
SK13 C― C'

1 10YR2//3 縦  シル ト 締まり氏
2 ЮYR3/4 暗陽色 粘土質シル ト 締まり中。

SK13 A― A'
1 10YRツワ 黒掲色 ラクレト 締まり中

黄色土ブロック1%缶
2 ЮY R2/1 黒色 シァレト 締まり中。
3 ЮYR2/4 暗協色 粘土 締まり中

黒褐色土榎ヌЮ
4 ЮYR2/1 黒色 シル ト 締まり疎

植根多量・褐t±10%乱
5 10YR4/6褐色 粘土 締まり亀
6 10YR酪 触 シクレト 締まり亀
7 10YR2/k 黒色 シル ト 締まり典
8 10Y R5/8 黄褐色 粘土 締まり中。
9 10Y R4/4褐 色 粘土 締まり島
10 ЮYR,8絶 北上 締まり猛
■ ЮY R2/3 黒褐色 粘土質N/7レ ト

締まり中 暗褐色±10%泌ゃ

0       1 :40      1m

SK13

No 遺構名
規模 (cm) 底 回

rrn】
備考

開回部径 深 さ

l SK13-PPl 20× 19 36252

SK13-PP2 21× 17 36246

SK13-PP3 21× 16 36138

4 SK13-PP4 20× 18 267 36102

第12図 SKll。 13陥 し穴状遺構
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1 検出遺構

ヘ SK15 Ⅱ B3c聖
1lm

X=43109+ Ａ一　　　　　　　　　　如

A'

SK15 A― A'

1 10Y R″8 黒働色 シル ト 締まり中 褐色土粒

径 5mml l唸

SK15 副穴観察表

2

3

4

5

6

7

10YR4/4褐 色 粘土 締まりやや密 黒色土プロック

確そ3cn1 3望モヽ
ЮYR4/4 褐色 粘土 締まりやや密 2層イこ罰現するが、

黒色土ブロックが少ない点で異なる。
10YR2/3 黒掲色  N/ル ト 締まり中 炭粒 径 2mml

わず力t
10YR4//3 1こぶい黄褐色 砂 締まりやや疎 黄褐色土

プロック 俗 lcm1 1'■亀 、
10YR3/4暗 褐色 ン レト 締まり中 難 雛批 ブロック

径 2～ 3cn1 1埼
10YR,6黄褐色 砂 締まり疎 花曲岩粒

径 3～ 41m1 1唸

B L=37400m

ヘ

浄仙鬱鵠 B刺
Y=94272

1B2d

i 3m

十
Y=94272

SK15 B― B'

l 10YR3/4 暗掲色 粘土質シル ト 締まり中 黒褐色±10%気

―仝 L=37000m  塗上SK16

SK16 A一☆

1 10YR2/2環稲危 ン レト 締まり中

径 21na1 1唸
2 10YR2/2 黒褐色 シル ト 締まり密

径 2～ 51uD 7・■亀 ミ

花闘岩粒

花蘭岩粒

BI

B_

B

SK17

1B2c型
1lm

遺構名
規模 (cm)

備考
口部径 深 さ

1 SK15-PPl 17× 15 36294

2 SK15-PP2 19× 15 〕629〕

=生L=36900m坐生

SKV A― A
l ЮYR2/3納 ン レト 締まり韓

脱色した中撤浮石プロック 径 lcm1 1%含
2 10YR2/3触 ン レト 締まり中

花膨誹互律 2～ 3m03■亀 、
3 10YR3/4 暗褐色 シ レト 締まり疎

花財部驚径 3cln1 1%食

-32-

第13図 SK15～ 17陥 し穴状遺構



北留 3116

Y=94264

第14図 SX01落 ち込み

Ⅳ 平成19年度調査の成果

一〇

B!

ｇ

δ

ｏ
∞

お

∞
＝
ｎ

SX01 A― A'・ B― Bl・ C― C'

1 10YRy4 暗褐色 シル ト 締まり中 火山灰を覆 う暗褐土の土で

黒褐上が混入する。
('   2 10YR5/4 1こ ぶい黄褐色 中撤浮石 締まり密 にぶい黄褐上の火~    

山灰 (劇立にくる)。

3a 25Y6/4 1こぶい黄色 中撤浮石 締まり密 黄色上の火山灰 (下

位にくる)。

3b 25Y8/8 黄色 中撤浮石 締まり密 黄色上の火山灰 い位にくる)。

4 10YR2/2駆 ン レト 締まり中。
5 10YRy4 R絶  ンル ト 締まり猛
6 10YR3/3暗 褐色 /ル ト 締まり密 河鞠 穆 ゃ
7 10YR3/2黒 褐色 砂質シル ト 締まり密 打撃 混入 刊立は笹色の

籾琶になる。
B'   8 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土 締まり名

凹
日
細
卜
ｓ
県

掘りすぎⅢ層
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1 検 出遺構

PPl― PP6

Y=94260

鳩 會
税08

PP7ヽマPP25

Y=94276

北菅三ま8Ю0

Y=94284

輯
職

⑤
Ｐ

嗚
腋
ＰＰ３ ◎

ＰＰ
be路

②
Ｐ

◎
Ｐ

◎
ＰＰ

荒B8f ◎
ＰＰ‐

荒 B3g

畿P" CP幽
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Ⅳ 平成19年度調査の成果

出 土 遺 物

(1)出土遺物 の概要

平成19年度調査で出上 した遺物は、縄文土器・石器・陶磁器・金属製品・銭貨・鉄淳類・炭化材で

ある。出土量は大コンテナ 1箱で、いずれも量は少ない。

(2)縄 文 土 器

土器は、小 コンテナ 1箱、総重量29057g出土 している (第 16図、写真図版12)。 このうち16点 を

掲載した。出土地点をみると、尾根上の S101・ 02竪穴住居跡、 S K19土坑、北側谷部にあたる平坦

面から出土 している。時期をみると、尾根上の竪穴住居跡出上の 1～ 3、 土坑出土の 6～ 9は 、縄文

時代中期後葉から末葉の時期 と判断される。北側谷部では、縄文時代早期から前期の上器 と中期の上

器が出土 している。南側にある尾根上からの流れ込みの可能性 もあるが、より上流の西側の尾根部や

谷部から下流に流れてきた可能性 もある。

(3)石   器

7点、総重量381.4gが出土 している (第 17図 、写真図版 13)。 内訳は、石鏃 2点、石匙 2点、削器

1点、両極石器 1点、磨製石斧 1点である。全点掲載 し、図化 した。出土状況をみると、 S101竪穴

住居跡から石匙 1点、 S102竪穴住居跡から両極石器 1点が出上 している。その他は 1区北側の平坦

面からの出上である。石材をみると、剥片石器類は、北上山地産の頁岩 (中生代三畳紀～ジュラ紀 )。

磨製石斧は北上山地産 (中生代白亜紀)の閃緑岩である。

なお、掲載 した遺物のほかに剥片 8点、総重量69.5gが出上 している。すべて北上山地産の頁岩

(中生代三畳紀～ジュラ紀)である。 S102竪穴住居跡の炉の覆土から2点、他の 6点 は 1区の平坦

面から出上 している。

(4)陶 磁 器

陶磁器は 3点、総重量18.Ogが出土 している (第 17図、写真図版13)。 いずれも破片である。全点

掲載 した。1区平坦面の北東側落ち込みから出土 してお り、平坦面から流れ込んだものと思われる。

31は 、陶器の小碗で19世紀頃、32は磁器の皿で18～ 19世紀ごろの肥前産の染付である。

(5)金 属 製 品

1点出土 している (第 17図 、写真図版 13)。 No41は板状の製品で、尖る一端が折れ曲がっている。

(6)銭   貨

1点出土 している (第 17図 、写真図版13)。 配42は元祐通賓 (俗称 :叶手元祐)と 推測される。

(7)鉄 滓 類

1点 (19,7g)出上 している (写真図版13)。 磁着するもので鍛冶淳と推測される。

(8)炭 化 材

災化材は8点で総量4.lgが出土 した。いずれも遺構の覆土中から出上 したもので微量である。肉眼

による樹種鑑定では、ナラ (S101竪穴住居跡)。 クリ (S Kll陥 し穴状遺構、 S K19土坑、 S X01

落ち込み)と の鑑定結果を得ている。なお、出上 した炭化材のうち S Kll陥 し穴状遺構出土 (試料No

802)、 S K19土坑出土 (試料No803)の 2点の放射性炭素年代測定を行った (53頁 )。
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2 出土遺物

第 5表 出土地点別土器重量表

竪穴住居跡

第 6表 遺構別出土遺物一覧表 (掲載No)

位 床上 +5 cm

5区  中セ リの

5 SK08 北半 覆上 下位

SKl 束半覆土上位 黒褐土

′Jヽ計
7 SK18 南半覆 土下位  -2 0cm 44 1

′|ヽ言十 441

8 9 南半覆土上位 Pot 1 1786

9 9 南半 疫土 上位 1

10 南半 覆土下位

南半 霜十

2488

3282

トレンチNα 2

トレンチNo 416 1PP 2 東半 |
1層

合計

遺構種別 重 量 (質 ) ナヒ率 (%)
零穴住 居跡 2630

2 土坑 3282 110

3 その他 777

4 柱 穴

I区 22011

6 159

合 計 29057 1000

遺構篭 土 器 石器 陶磁器 鉄製品 銭 管 鉄 淳 土 器 (富 )

1 S101 1・ 2 23(石 匙)

2 ST02 3・ 4 26価 柾府器 ) 2341

9 SK08
4 SK17

SK18 5

SK19 6-9 2488

7 SX01

第 7表 土器観察表

文様 (原体)の特徴

RLR縦 →沈線 (

RLR縦 、 6と

SK19 1区南側 回～ :RLR縦 、9と 同一個体

SK19 PP2 1区 南側
南 半覆土上位 Pot l 東

1層  掘削痕 撹乱

胴 :RLR縦 、黒斑あり、 8と 同

個体

回～ :LR横 十隆帯貼付、胴 :L
縦、キ ャリパー

1区 北西端木 の根付近

区 調査区北西端(木 の根付
黒色土層中 1層 黒褐土

:LR・ RL縦 (

凡例
部位の名称、口唇 :口 唇部、口 :口 縁部、頸 :頸部、胴 :胴部、底 i底部。
文様、原体側圧 :原体側面圧痕、絡条体圧 :絡条体圧痕、単車由絡 !単軸絡条体、多軸絡 :多 th終

条体、半竹 :半裁竹管、結束1:結束第1種 、結束21結束第2俺、結節 :結節縄文。
煤の付着、O:内面付着、0〔 外面側者、一 :付着なし。

内面調整、M:ミ ガキ、N:ナ デ、一 :な し。
胎土、1:徹密である。

2:細 礁を含まず、砂粒を含む。
31細礁・砂粒を僅かに含む。
4i細礫・砂粒を含む。
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第 8表 石器観察表

第11表 陶磁器観察表

第¬2表 金属製品観察表

第刊3表 銭貨観察表

Ⅳ 平成19年度調査の成果

(数値 ):残 存値

(数値 )

(数値):残 存値

(数値)1残 存値

第 9表 石材略号一覧表

略号 石 材

A 頁岩

閃緑岩

第10表 産地等略号一覧表

白巧 産地等

1 北上山地 中生代白亜紀

2 北上山地 中生代三畳～ ジェラ紀

版

α

図

Ｎ
朝
血

掲載No 出土地点 層位 器種

計測値 (ctn)

重量 (g) 産地 時期 特徴

器 高 口径 底 径

13 1区 北東側落ち込み 黒色土中 Pot l 小椀 (16) 東北産 ? 19c頃 陶器、灰釉

13
1区  北東端

溝状土坑 (現代)
北半覆土 皿 (1 0) 一削 18～ 19c頃 磁器、染付

1区  北東端

濤状土坑 (現代)
1層 黒褐土 摺鉢 不 明 近世以降 陶器

版

α

図

Ｎ
写図
No

爾
陥

出土地点 層 位 器 種
計 lFl値 (cI)

重量 (g) 特徴 時期
長 さ 幅 厚 さ

13 T21 黒色土層 板状鉄製品 19 片刃、一端が折れ曲る。 不 明

版

α

図

Ｎ

図

α

写

Ｎ
掲載
No

出土地点 層 位 器種
計測値 (cm)

重量 (g) 特徴 1寺期
外 径 内径 厚 さ

17 と区PP 7 南半覆土 元祐通費 ? (235× 230) (073× 072) (23) 縁辺欠損 近世前期 ?

第14表 鉄滓類観察表

写図 No 掲載No 出土地点 層 位 重量 (g) 磁 着

MC反 応
備考

大 中 打

トレンチ 5 Ⅱ層 暗掲土層 有 0 0

第15表 炭化材観察表

No 整理 Nα 出土地点 層位 樹種名 重量 (g) 備考

1 801 S101-PP3 束半覆土

2 808 S101炉 南西側 焼土サ ンプル

3 802 SKll 西半覆土上位 ク リ C14分析試料

4 803 SK19 北半覆± 1層 ク リ ナ ラ C14分析試料

5 80電 SK19 北半覆± 5層 ク リ 01

6 805 SK19 南半覆± 8層 ク リ 11

7 806 SX01 Pot l ク リ 01

8 807 1区 西 トレンチ南側 落ち込みはじめ マサ上の上層 ナ ラ 17

合計
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Ⅳ 平成19年度調査の成果
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3 まとめ

3  ま と

(1)遺

今回の調査で確認された遺構は、竪穴住居跡 2棟、陥し穴状遺構 9基、土坑10基、落ち込み l箇所、

柱穴25個 である。今回の調査区は、大 きく南側の山地 (尾根部)と 北側の低地部 (谷部)に大別され

る。南側の山地は、南側から続 く尾根の北端にあたり、北側の低地は、現在調査区の北側で人木沢川

に向かって東流する沢に沿って形成された低地である。検出された遺構の占地は、尾根部からは竪穴

住居跡 と大形土坑、低地部からは陥し穴状遺構、土坑・落ち込み 。柱穴群が確認された。

竪穴住居跡と大形土坑は、ともに縄文時代中期に属すると考えられる。同時期の集落の尾根上への

占地は、八木沢 Ⅱ遺跡でも確認されている。尾根上ならどこでも良い訳ではなく、尾根の頂部から南

斜面にかけて遺構がつ くられていることに特徴がある (註 1)。

落ち込みとした遺跡は、調査区域外の西側から延びているものと推測されるが、現在、西側から人

木沢川に向かって東流する小沢の旧河道で、埋没沢の可能性がある。覆土への火山灰の混入と出土遺

物から、縄文時代には埋没 したものと考えられる。土坑や陥し穴状遺構は、この沢の埋没後につくら

れているようである。

陥し穴状遺構は、溝状の形態をもつものが多いが、規則的な配列は見出し難い。ただし、現在北側

を流れている小沢は、かつては南側に蛇行 して流れていたようで、その流路に沿って、陥し穴状遺構

が形成されていたようにも見受けられる。陥し穴状遺構は、この沢に向かって形成された獣道上につ

くられていたのだと推測される。柱穴群は近世以降のものである。対岸の北側の平坦面と併せて、人

木沢川沿いの平坦面は、近世には居住域 として使用された可能性がある。

(2)遺   物

縄文土器・石器・陶磁器・金属製品・銭貨・鉄津類・炭化材が出土 している。全体として量は少な

い。縄文土器は竪穴住居跡や大形土坑に伴って、中期後葉から末葉の土器が出土 している。石器は、

竪穴住居跡から出土 した石匙 1点、 S102竪穴住居跡から出上 した両極石器 1点が中期の石器と推測

される。出土 した陶磁器は、遺構に伴うものではなかったが、出上 した銭貨とともに、当追跡におけ

る近世以降の生活の痕跡を示す遺物である。鉄製品の所属時期の詳細は不明である。鍛冶津が出上 し

ていることから、近接地で鍛冶関連の遺構が存在する可能性が高い。

炭化材は 2点 について放射性炭素年代測定を行った。縄文時代中期 と推測されるS K19土坑出土資

料は4160± 30yrBP、 縄文時代 と推測 されるS Kll陥 し穴状遺構出土資料は、5060± 40yrBPと の鑑定

結果を得ている。 S K09土坑覆土中に堆積 していた火山灰は、十和田 a火山灰 との分析結果を得てお

り、中ITX火 山灰 と判断した現場での認識 とは異なる結果となった。

(3)お わ り に

今回の調査では、縄文時代の竪穴住居跡や貯蔵穴、陥し穴状遺構などが、尾根部と低地部で占地を

異にして確認された。同様の事例は他の遺跡でも確認されるが、今後は、周辺域とのより詳細な比較

検討を行い、各時期における遺構の占地の傾向を明らかにしていくことが課題である。

言主

(1)(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター2008『八木沢Ⅱ遺跡・八木沢ラントノ沢I遺跡発掘調査報告書』岩

文振第528集

め

　

構
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V 平成20年度調査の成果

1検 出 遺 構

(1)検出遺構の概要

平成20年度調査で検出された遺構は、土坑 1基である。遺構の占地をみると、東向きの斜面に立地

している。尾根上では遺構が検出されなかったことから、遺構の密度が希薄な地域であると判断され

る。

調査区の微地形をみると、尾根部 と谷部からなる。便宜的に中央尾根部、西谷部、東尾根部、東谷

部①・東谷部② と区分 した。尾根はやせ尾根であり、谷部は急峻である。併せて平成17年度の試掘調

査の結果 も参考にすると、今回の調査区の遺構・遺物の密度は低いと判断されたことから、全域で試

掘調査を行い、遺構・遺物が確認された地点において範囲を拡張 して調査を行 う方針で進めた。

設定 した トレンチは37本 (T101～ 137)で ある。平成17年度の試掘調査においても同地点に33本の

トレンチが入れられ、遺構・遺物の確認が行われている。両者を合わせると、調査区全体の約 5割の

範囲について確認が行われている。

(2)土   坑

東谷の斜面部で土坑 1基が確認された。用途は不明である。

S K20■
'九遺構 (第 19図、写真図版16)

[位置・検出状況]Ⅵ Blfグ リッド。東斜面においてⅡ層で楕円形の広が りとして検出してお り、陥

し穴を想定して精査を進めたが、定型的な形状にならなかったことから、用途不明の上坑 とした。

[重複関係]な し。

[規模 。平面形]規模は、開田部径190× 40cm、 底部径160× 80cm、 平面形は楕円形を呈する。深さは

70cmで ある。

[覆土・堆積状況]黒色土・黒褐色土で構成される。

[壁・底面]壁 。底面はⅡ層を掘 り込んでつ くられている。底面は西から東に緩 く傾斜 している。

[そ の他の付属施設]な し。

遺物 なし。

時期 出土遺物がなく、詳細は不明である。
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1 検出遺構

第16表  トレンチー覧表

第17表 土坑観察表

NO 地 区 検出面 遺 構 遺 物 備考

西谷部 V層 な し な し

西谷部 Ⅲ層下位 な し な し
斜面下位でプラン状のもの検出し、壁際でサブ
トレンチを設定したが遺構にはならなかった。

西谷部 Ⅲ層下位 な し な し

西谷部 Ⅲ～Ⅳ層 な し な し

西谷部 Ⅲ層 な し な し

西谷部 Ⅲ層 な し な し

西谷部 Ⅲ層 な し な し

西谷部 Ⅲ層 な し な し

西谷部 Ⅱ層～Ⅲ層 な し 縄文土器片 (Ⅱ 層黒色上下位出土) サブトレンチ設定、基本土層②

西谷部 Ⅲ層下位 ? な し な し

1 西谷部 Ⅲ層 な し な し

2 西谷部 Ⅲ層 ? な し な し

3 中央尾根部 Ⅲ層 な し な し

4 東谷① Ⅲ層 な し な し

5 東尾根部 Ⅲ～Ⅳ層 な し な し

東谷② Ⅲ層 な し な し

東谷② Ⅲ層 な し な し
I・ Ⅱ層 (黒色土・褐色土・暗褐色土)・ Ⅲ層
の堆積で、二層暗褐色土中に中撫浮石を確認。

8 東谷② Ⅱ層 土坑 1 な し

9 中央尾根 Ⅳ層 な し な し

東谷① Ⅲ層 な し な し サブトレンチ設定、基本土層③

1 東谷① Ⅳ層 な し な し

東谷① Ⅳ層 な し な し

東谷① Ⅳ層 な し な し

東谷① Ⅳ 層 な し な し

東谷① Ⅳ 層 な し な し

中央尾根部 Ⅳ層 な し な し

中央尾根部 Ⅳ 層 な し な し

中央尾根部 Ⅳ層 な し な し

中央尾根部 Ⅳ～V層 な し な し

西谷部 Ⅳ～V層 な し な し

l 中央尾根部 Ⅲ～Ⅳ層 な し 和鏡 。飾金具 サブトレンチ設定

中央尾根部 Ⅳ 層 な し な し

中央尾根部 Ⅳ層 な し な し

中央尾根部 Ⅳ層 な し な し

中央尾根部 Ⅲ～Ⅳ層 な し な し

中央尾根部 Ⅳ層 な し な し

東尾根部 Ⅳ層 な し な し

(数値):残 存値

版

ｏ

図

Ｎ

げ
盗
　
Ｏ

写

Ｎ
遺構宅 位 置 検出面 平面形

規模 (枷 ) 底面の

(m)

覆上の堆積状況

(上位→下位 )

重複関係

性格 付属施設 備考 時期

開□部 底 部 深 さ (旧→新 )

19 16 SK20 IVBlf Ⅱ 不整楕円形 190× 1 160× 80 黒土、黒掲色土 な し 土 な し 東側 の底部 に落 ち込 み有 り 不 明

第18表 出土地点別土器重量表

NI 出土地点 層 位 重量 (質 )

1 T109 こ層下位

2 T109 Ⅱ層暗掲色土

イヽ計
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V 平成20年度調査の成果

〇〇∞Ｗ⇔＝ヽｒ　▲たれにに““〔

Ⅳ

基本土層①

X=-43220

X=-43260

Xニー4

基本土層①
AL=64600m   塑上

基本土層③

東谷部① 基 1

丞 2

補 1

東尾根部

補 2

補 3

補 4

X=-43220 000
Y= 94244 000
H=    64_767
X=-43236 000
1r= 94244 000

H=    63 466
X=-43248 000
Y= 94264 000
H=    57 707
X=-43272 000
Y= 94264 000
H=    52 044
X=-43248_000

「ゝ= 94280 000
H=    52 627
X=-43276000
Y= 94280 000
Hi    51 437

西谷部

基本上層②

Ⅵ

東谷部②

0          1 :600        20m

期 詈① A― A'
1 10YR4/3暗 褐色 シクレト 締まりやや疎

木根含・径1～ 3cmの礫 10■砲 寸 俵 D。
Ⅳ 5YR6/4 オリーブ褐色 砂 亜角礫働唸
V 碑目。

基本」冒② B― BI
1 10YR2/1 黒色 砂質シル ト 締まりやや疎

径1-rmの黒褐色土ブロック1辞■ミ 、
Ⅱa 10YR2/2 絶  粘翌賢シアレト 締まりやや密

徹 5cmの可燦 3澄 。
Ⅱb 10YR3//3 睡  粘土質シル ト 締まり鞠

徹 節 の刀蝶 5%含
Ⅱc 10YR2/2 黒褐色 粘土質シル ト 締まり密

徹 5cmO/1蝶 7・I亀、
Ⅱd 10YR2/3 黒褐色 砂質シァレト 締まり密

御 R胡繰 1嚇缶
Ⅱe 10YR2//3 黒褐色 砂質シル ト 締まり密

徴 5cm/1峻 10ツ亀
皿 10YR74 褐色 粘土 御ユ5～ l tllのオ韻 Ю・‡韓 ～

翔 雷③ C― C
1 10YR2//3黒偶色 ン レト 締まり疎 表i
■ 10YR2/1 黒色 砂貰シル ト 締まりやや疎

徹 5～ 3claのオ蝶 7・I亀゙
Ⅲa 10YR4/2灰黄掲色 粘土 締まりや持密

径 8 cmの礫 1'■亀 、
lllb 10YR4/3 1壺 S彰 境 褐色 粘土 締まりやや密

径 3 c llの礫 3・イ亀 、
Ⅳ 10YR5/4 1こぶい黄褐色 砂質シ レト 締まり密

径 3 cllの礫 5'■亀 。

基本土層②
B L=52600m

基本土層③

L=46700m  ≦⊇二

積
―――ザーーフoヾ ―一―

Ⅳ

Bi    C

中央尾根部

作業道

Tl12  シ`T129

第18図 遺構配置図 (1)
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1 検出遺構

47m

(C一 C'〉

SIKtt A― パ
1 40YR2/1票亀 粘鎮 シルト 緯 り

～
や密

径1～3嗣的 上プロンタ3%・ 御 .5cm

2臨 朧 湯 卜 繰 りや乾
黒褐色粘土プロック150/h ttS-lcmOS%
含

3 10YR2/2黒 鶴色 粘上 締ま

'や

や疎 黒色
粘上質シルト5%髯m5-1∞の礫3峰、

義鍋0ホみB lδ g

―ピ■L望9.300れ

掘りすぎ
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V 平成20年度調査の成果

2出 土 遺 物

(1)出土遺物の概要

平成20年度調査で出上した遺物は、縄文土器、金属製品、繊維質の遺物である。

(2)縄 文 土 器

縄文土器は、 2袋 (143.6g)出土した。 トレンチ109試掘中の表土から出土したものである。 1点

を掲載した (第 20図、写真図版17)。 61は、底部から胴部が残る深鉢で、時期は中期頃と推定される。

(3)金 属 製 品

金属製品は2点出上している (第 20図 、写真図版17)。 和鏡 1点、飾金具 1点である。 トレンチ131

の試掘の際、表土中から出上したものである。なお、重機で掘削作業を行い、掘削された表土中に遺

物を確認したため、出土状況の写真記録などは無い。 2点の出土地点は同じ地点である。また、出土

地点及びその周辺において遺構は確認できていない。

和鏡

No.62は 円形の和鏡である。文様から「草花飛′鳥鏡」と命名される。円鏡で、直径9,Ocm、 縁高0.6cm、

胎高0。 1～ 0.2cm、 重量89gである。この和鏡は次のような形態的特徴がある。縁が内傾式で細縁であ

る。界圏は単圏で細線である。鉦座は菊花座で、先端が平坦に調整されておらず、九い形状である。

鏡胎は薄手である。縁と鉦座の特徴は、平泉出上の和鏡と異なる特徴である。また、小形のわりに重

量感がある。当資料は、いわゆる藤原鏡の可能性がある。時期は12世紀中頃～後半と考えられる。

鏡の表面 (鏡面)の一部には布日の痕跡が付いているが、出土した時点で編物状の物質 (No.64)

が密着していた。整理時に鏡より取り外して、素材などの分析を行った。

なお、本資料は、両面の一部に緑青が確認できるが、全体として状態が極めて良好であるため質感

を保って現状保存することとし、保存処理は行っていない。成分分析の結果は60頁を参照されたい。

飾金具

No.63は 、飾金具で素材は銅製である。大鎧の銀座金具で、総角付録座 (あ げまきつきかんざ)と

推測される。径6.9帥 、厚さ0 1cm、 重量22.4gで ある。左右上下の四方向が対称形で、四方にハート

型の透しがある。中央に方形の穿があり、その周囲に直線的、また同心円状の擦痕が残る。小刻座と

銀が取 り付けられていた痕跡と推測される。環座の線刻は肉厚的である。表面に鍍金されており、色

調は、やや白みがかる金色である。出土した時点で、裏面の一部に付着していた紙質の物質 (No 65)

は、整理時に取り外して素材の分析を行った。時期は平安時代後期 (12世紀中頃)と 考えられる。

なお、本資料は、出上した時点で地金が露出している部分があり、成分分析を行った後、できるだ

け質感を損なわないように保存処理を行った。成分分析の結果は60頁 を参照されたい。

(4)繊維質の遺物

編物状の物質

No.64は 、和鏡 (No 62)の鏡面の一部に密着していた、大きさ2 cm四 方余り、重量 lg未満の編物

状の物質の一部である。分析の結果、漆が塗付された絹布であるとの鑑定結果を得ている (60頁 )。

紙質状の物質

No.65は 、飾金具 (No 63)の裏面の一部に付着していた、大きさ2 cm四 方余り、重量 lg未満の紙

質状の物質の一部である。分析の結果、墨書が施された椿紙であるとの鑑定結果を得ている (60頁 )。
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第20表 金属製品観察表

土器、金属製品

n
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V 平成20年度調査の成果

3 ま と

(1)遺

平成20年度調査で検出された遺構は、斜面部で確認された土坑 1基である。地形的にも遺構密度が

高い個所ではないと判断される。出土遺物はなく、時期の詳細は不明である。

(2)遺   物

縄文土器 1点、和鏡 1点・飾金具 1点が出土した。和鏡・飾金具とも遺構に伴うものではないが、

いずれも形式的に12世紀に属する遺物と判断される。和鏡は「秋草飛鳥鏡」と命名されるものである。

和鏡の形態的特徴は、これまで平泉遺跡群で出上した和鏡とは異なる部分がある。製作地の違いが反

映されている可能性がある。平泉以外で出土している12世紀に属する和鏡も含めて、今後検討してい

く必要がある。飾金具は、大鎧の銀座金具で、総角付銀座 (あ げまきつきかんざ)と判断された。ま

た、和鏡は漆が塗付された編物に包まれていた可能性があり、飾金具は、墨書が施された椿紙に包ま

れていた可能性がある。希少な出土事例であり、今回の出土状況の所以について引き続き検討してい

く必要がある。

(3)お わ り に

平成20年度調査の成果は、遺構・遺物ともに数量は少なかった。検出された遺構は、斜面部で確認

された土坑 1基であり、本来、地形的にも遺構密度が高い個所ではないと判断される。遺物としては、

12世紀と判断される和鏡 1点・飾金具 1点が出上したことが特筆される。南側に隣接する人木沢野来

遺跡第 1次調査では、やはり明確な遺構に伴うものではないが、12世紀の白磁椀片が出上している

(註 1)。 遺構は未確認ながら、人木沢地区において近接した地点で12世紀の遺物が相次いで出土した

ことは、12世紀の宮古地域において、確実に平泉藤原氏に関わる人々が活動していたことが推測され

る (註 2)。 今後の周辺地域の調査において、当該時期の遺構・遺物の確認に注意が必要である。

膏主

(1)岩文振第511集

(2)宮古市域の遺跡でも、磯鶏館山・赤前I牛子沢・払川I遺跡などの調査において、12世紀代と推測される渥美・常滑の

甕・鉢類の遺物が出土している。F都市・平泉一成立とその構成―』P222～ 224。
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久保智康 1999『 中世・近世の鏡』日本の美術394、 至文堂

平泉町文化財センター 2000「鏡」『柳之御所資料館常設展示図録』

久保智康 2002『 飾金具』日本の美術437、 至文堂
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3 まとめ

]

秋車双鳥鏡 柳之御所遺跡 (平泉町)

直径10 9cm

陛 ____ン る      η

花枝双雀鏡 白山社遺跡 (平泉町) 直径11 8cm

◆     ]^一 一
_第 ― __J

山水飛雁鏡 伽羅之御所遺跡 (平泉町)草花飛鳥鏡 八木沢駒込Ⅱ遺跡 (宮古市)

直径 10 2cm

0              1:2

直径9 0cm

10cm

平泉遺跡群出上の和鏡と八木沢駒込Ⅱ遺跡出上の和鏡

大鎧 (後 )

八双金物

0       1 :2       5cm

飾金具と関連資料

第21図 和鏡、飾金具関連資料

帆れの嘉
指坐(綿増)

怒舞科螢産

逆板

茎標
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＝
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一  
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Ⅵ 平成21年度調査の成果

1検 出 遺 構

(1)平成21年度調査区の概要

今回の調査区は遺跡のほぼ中央部分にあたる。その地形は遺跡の中でも最も高い山頂部、山頂より

主に東側に広がる斜面部、さらにその下に広がる平坦面 (低位面)か らなる。この平坦面 (低位面)

は斜面部と人木沢川との間にあり、それほど広いものではない。調査区の現況は何れも杉林である。

山頂部からは土坑が 1基検出されている。斜面部は中掠火山灰が残っている場所があるなど、堆積

土に後世の影響が少なく、遺構が良好な状態で残されていると期待されたが、今年度の斜面部の調査

区内には遺構は見られなかった。低位面では遺物が出土するものの遺構はなく、人木沢川の旧河道で

あったことが分かった。

(2)土   坑

1号土坑 (第23図 、写真図版18)

[位置・検出状況]山頂部にあたる、A10gグ リッドに位置し、地山面で検出した。

[規模・形状]1.34× 1.28mの不整な円形をしている。深さは33cmあ り、底面からやや外傾して立ち上

がり、 2段底になっている。

[埋土]地山ブロックを多量に含む黒褐色土や黒色土からなる。人為堆積である。

[出土遺物・時期]出土遺物はなく、時期を特定する資料を欠く。

(3)低 位 面

遺跡の東側にあたり、本遺跡の中では最も低い面になる。人木沢川と斜面部とに挟まれるようにあ

り、やや南北に細長い半円状の地形である。第22図 にあるように要所にトレンチを設定し、遺構・遺

物の有無を確認している。何れのトレンチからも遺構は確認できなかった。T8や T10で は斜面部か

らの連続する地形がみられた。その他の場所ではT llや T12の ように堆積土は砂と泥が交互に堆積す

るような水性堆積を中心としており、この平坦面は人木沢川によって運ばれた土砂と斜面部から流れ

込んだ土砂によって構成されている。このことから低位面は人木沢川の旧河道であったと言えるが、

具体的な時期については底面付近になると遺物が出上しなくなるため不明である。

2出 土 遺 物

67は縄文時代前期前葉頃の深鉢の破片である。非結束の単節による羽状縄文を地文とし、胎上には

繊維を含んでいる。66は縄文時代後期以降の土器片と思われる。単節RLを 地文としている。68は石

鏃、69は磨製石斧である。

3 ま と め

本遺跡はこれまでの調査により遺跡の北側には縄文時代中期後葉から末葉の集落が広がっているこ

とが明らかとなった。また遺跡の南側では中世初頭の和鏡が出土し、この時期の人々による何らかの

活動があったことが想定された。今年度は遺跡の西端部から中央部、東端部までを調査したことにな
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3 まとめ

り、北側にある縄文時代の集落が展開してくるものと予想された。結果として遺構の広がりは認めら

れず、縄文時代の遺物が散布するに留まった。遺跡東端にあたる低位面には後晩期の遺構が認められ

るのではないかと予想していたが、人木沢川の旧河道が見つかり、遺構は確認できなかった。この人

木沢の旧河道も基本的には遺物を殆ど含まず、いつ頃の河道であったのかは不明である。

山頂部では土坑が 1基検出されている。出土遺物はない。前年度の第 2次調査で12世紀代の和鏡と

飾金具が南側の斜面から出土していたため、山頂部には経塚のような施設を想定していた。結果とし

て、遺物を伴わない土坑が 1基検出しただけであるが山頂部に上坑を掘る事例は縄文時代などには殆

どなく、この遺跡の場合はやはり12世紀の和鏡・飾金具と関連付けて考えるのが最良であろう。根拠

としては弱いが中世初頭に山頂都及びその周辺で和鏡や飾金具を用いた何らかの儀礼行為がなされ、

1号土坑もその際に構築された施設の一部であったと考えたい。

隣接する人木沢野来遺跡からも12世紀代の白磁片が出土しており、この地域では中世初頭頃に何ら

かの人々の営みがあったことは疑いない。

0        1 : 2        5cm
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緯

６

中＝

¨

⇔

ガ

６６
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Ⅶ 分 析 ・ 鑑 定

1 放射性炭素年代測定 (平成19年度調査)

放射性炭素年代測定結果報告書 (AMS測定)

人木沢駒込Ⅲ遺跡

(株)加速器分析研究所

(1)遺 跡 の 位 置

人木沢駒込Ⅱ遺跡は、岩手県宮古市大字八木沢第8地割字駒込 (北緯39° 36′ 、東経 141° 55′ )に

所在する。

(2)測 定 の 意 義

遺構の年代を知る手掛か りとする。

(3)測 定 対 象 試 料

測定対象試料は、SKll土坑の西半覆土上位から出土 した木炭 (802:IAAA-71936)と SK19土坑の

北半覆±1層 から出上 した木戊 (803:LAAA-71937)、 合計点である。

(4)化 学 処 理 工 程

1)メ ス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取 り除 く。

2)AAA(Acid Alkali Acid)処 理。酸処理、アルカリ処理、酸処理により内面的な不純物を取 り除

く。最初の酸処理ではlNの塩酸 (80℃ )を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性にな

るまで希釈する。アルカリ処理では0.001～ lNの水酸化ナ トリウム水溶旗 (80℃ )を用いて数

時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸え理ではlNの塩酸 (80℃ )

を用いて数時間処理 した後、超純水で中性になるまで希釈 し、90℃で乾燥する。希釈の際には、

遠心分離機を使用する。

3)試料を酸化銅 lgと 共に石英管に詰め、真空下で封 じ切 り、500℃ で30分、850℃ で2時間加熱す

る。

4)液体窒素 とエタノール・ ドライアイスの温度差を利用 し、真空ラインで二酸化災素 (C02)を

精製する。

5)精製 した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出 (水素で還元)し、グラフアイ トを作

製する。

6)グ ラフアイ トを内径 l mmの カソー ドにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、加

速器に装着 し測定する。

(5)測 定 方 法

測定機器は、3MVタ ンデム加速器をベースとしたμ
c―AMS専用装置 (NEC Pelletron 98DH-2)

を使用する。134個の試料が装填できる。測定では、米国国立標準局 (NIST)か ら提供 されたシ
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1 放射性炭素年代測定 (平成19年 度調査)

ュウ酸 (HOx Ⅱ)を標準試料 とす る。 この標準試料 とバ ックグラウン ド試料の測定 も同時に実施

する。また、加速器により` C′2cの測定 も同時に行う。

(6)算 出 方 法

1)年代値の算出には、Libbyの 半減期5568年 を使用 した。

2)BP年代値は、過去において大気中の“C濃度が一定であったと仮定 して測定された、1950年 を

基準年 として遡る“C年代である。

3)付記 した誤差は、次のように算出した。

複数回の測定値について、 χ
2検定を行い測定値が1つ の母集国とみなせる場合には測定値の統

計誤差から求めた値を用い、みなせない場合には標準誤差を用いる。

4)δおCの値は、通常は質量分析計を用いて測定するが、則困測定の場合に同時に測定されるδ“C

の値を用いることもある。

δおC補正をしない場合の同位体比および年代値 も参考に掲載する。

同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差 (%。 ;パーミル)で表 した。

δ
口C=[(И As― 口AO/HAR]× 1000(1)

δ
HC=[(お As― BAPDB)/13APDB]× 1000(2)

ここで、14AS i試料炭素のHC濃度 :(望 cμ2c)sま たは(HCμ
3c)s

“AR:標準現代炭素のHC濃度 :(MCμ2c)Rま たは (望 Cμ3c)R

δおCは、質量分析計を用いて試料災素の螂C濃度 (1人 =おCμ2c)を 測定 し、PDB(白亜紀のベレム

ナイ ト (矢石)類の化石)の値を基準 として、それからのずれを計算 した。但 し、加速器により測定

中に同時におCμ 2cを 測定 し、標準試料の測定値 との比較から算出したδ BCを 用いることもある。この

場合には表中に 〔加速器〕と注記する。

また、△HCは 、試料炭素がδBC=-250(%O)であるとしたときのHC濃度 (望AN)に換算した上で計

算した値である。(1)式のMC濃度を、δBCの測定値をもとに次式のように換算する。

“
AN=“ AS× (0,975/(1+δ C`/1000))2(望 Asと し て

望Cμ2cを
使 用 す る と き )

または

=口Å×(0.975/(1+δ LC/1000))(望 Å として“Cμ
3cを 使用するとき)

△14c=[(14AN~14AR)/14AR]× 1000(%o)

貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料については、海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭酸ガ

ス中の濃度と異なるため、同位体補正のみを行った年代値は実際の年代 との差が大 きくなる。多 くの

場合、同位体補正をしないδHCに相当するBP年代値が比較的よくその貝 と同一時代のものと考えら

れる木片や木炭などの年代値 と一致する。

“C濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記 として、pMC(perCent Modem Carbon)が よく使

われてお り、△望Cと の関係は次のようになる。
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Ⅶ 分析・鑑定

△14c=(pMC/100-1)× 1000(0/o)

pMc=△ 14c/10+100(%)

国際的な取 り決めにより、この△14cぁ るいはpMCに より、放射性炭素年代 (ConventiOnal

Radiocarbon tte;μ BP)が次のように計算される。

T=-8033× ln[(△ 14c/1000)+1]

=-8033× ln(pMC/100)

5)HC年代値 と誤差 は,1桁 目を四捨五入 して10年単位で表示 される。

6)較正暦年代の計算では、IntCalo4デ ータベース (Reimer et誠 2004)を 用い、OxCalv3.10較 正 プ

ロヶグラム (Bronk Ransey1995  Bronk Ransey 2001 Bronk Ramsey,van der Phcht and

Weninger2001)を 使用 した。

(7)測 定 結 果

SKllの木炭 (802:IAAA-71936)の 口C年代 が 5060± 40yrBP、 SK19の木炭 (803:IAAA-71937)の
口C年代 が4160± 30yrBPで ある。暦年較正年代 (lσ =6820/0)は 、802が3950～ 3790BC、 803が2880～

2840BC(11.5%)・ 2820～ 2740BC(35.4%)。 2730～ 2670BC(21.3%)で ある。化学処理お よび測定内

容 に問題 はな く、炭素量 も十分 であることか ら、妥 当 な年代 と考 え られる。

参考文献

Stuilrer WI.and Polash H.A,1977 Discussion:Reportilflg Of 14C data,■ aαιοcaγbο絶 19,355-363

Bronk Ramsey C 1995 Radiocarbon calibration and analysis of stratigraphyi the OxCal Prograrn,

月a,ιοοαγbο%37(2),425-430

Bronk Ramsey C 2001 Development ofthe Radiocarbon Prograrn OxCal,Ra,あ οθcγbο%43(2→ ,355-363
Bronk Ramsey C.,van der Phcht」 ,andれreninger B 2001 1恥riggle 1/1atchingi radiOcarbon dates,

月a,ιοcaγbο総43(2A),381-389

Reinler,P.J.et al.2004 1ntCa104 terresthal radiocarbon age calibration,0-26cal(脚 rBP,月麓 ιοc餌的ο能 46,

1029-1058

表 1

IAA Code No. 料試 BP年代および炭素の同位体比

IAAA-71986

#2016-1

試料採取場所 :(宮古市)八木沢駒込 Ⅱ遺跡
SKll西半覆土上位

試料形態   :木 炭
試料名(番号):802

Libby Age(yrBP)  :  5,060 ±  40
δ BC(%。 )、 (加速器)=-32.85± 085
△14c(%O)      = -4674±   24
pMC(%)     = 5326±  024

(参考)       δおCの補正無 し
(%0)       = -476.0 ±  21
(%)      = 5240±  021
(yrBP)     : 5,190±   30

Ｎ
ｐＭＣＡｇｅ

IAAA-71937

#2016-2

試料採取場所 :(宮古市)八木沢駒込 Ⅱ遺跡
SK19北半覆±1層

試料形態   :木 炭
試料名 (番号):803

Libby Age(yrBP)  :  4,160 ±  30
δ EC(‰ )、 (加速器)= -26.26±  046
△望C(%0)      = -404.4±   23
pMC(%)      = 5956±  0,23

(参考)       δ→Cの補正無 し
δ14c(%。)      = -405.9±   23
pMC(%)       = 59.41 ± 023
Age(yrBP)     : 4,180±   30

IAA Code No 試料番号 Libby Age(yrBP)

IAAA-71936 5060三L35

IAAA-71937 4162こL31

ここに記載する Libby Age(年 代値)と誤差は下 1桁を丸めない値です。

表2 参考資料 :暦年較正用年代
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2 火山灰分析 (平成19年度調査)

人木沢駒込 Ⅱ遺跡で検出された火山灰の分析調査

パ リノ・サーヴェイ株式会社

は  じ め に

岩手県宮古市八木沢駒込Ⅱ遺跡は、宮古湾に注ぐ河川の一つである人木沢川上流域の右岸に位置す

る。今回の発掘調査では、縄文時代の上坑等の遺構が検出され、それらに伴う土器などの遺物が出土

している。

今回の分析調査では、土坑の覆土中に認められた火山灰 (テ フラ)と される堆積物について、その

砕屑物の性状を明らかにし、テフラである場合には、既知のテフラとの対比を行い、各遺構の年代資

料を作成する。

(1)

試料は、SK09土坑の覆上の1層 より採取 された火山灰 とされている堆積物 (試料No.1)の 1点であ

る。試料の外観は、にぶい黄橙色を呈する砂質シル トである。発掘調査所見では、縄文時代前期の約

6000年前 (町 田・新井,2003)に 十和田カルデラより噴出した、十和田中ITRテ フラ (To―Cu)に対比さ

れる可能性があると考えられている。

(2)分 析 方 法

ここでは、砕屑物全体の状況を捉えるためにテフラの検出同定分析を行い、その特性の一つとして

重軽鉱物組成を求め、さらに火山ガラスが含まれている場合には、火山ガラスの屈折率の測定を行う。

各分析の処理手順は以下の通りである。

1)テ フラの検出同定

試料約20gを 蒸発皿に取り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄

みを流し去る。この操作を繰 り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察

する。観察は、テフラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし、その特徴や含有量

の多少を定性的に調べる。

火山ガラスは、その形態によリバブル型 。中間型・軽石型の3タ イプに分類 した。各型の形態は、

バブル型は薄手平板状、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは破砕片状などの塊状ガラス

であり、軽石型は小気泡を非常に多く持った塊状および気泡の長く伸びた繊維束状のものとする。

2)重軽鉱物分析

試料約40gに水を加え超音波洗浄装置により分散、250メ ッシュの分析舗を用いて水洗 し、粒径

1/16rrm以 下の粒子を除去する。乾燥の後、舗別し、得られた粒径1/4mm-1/8mmの砂分をポリタング

ステン酸ナトリウム (比重約2.96に 調整)に より重液分離、重鉱物および軽鉱物を偏光顕微鏡下にて

それぞれ250粒 に達するまで同定する。重鉱物同定の際、不透明な粒については、斜め上方からの落

料試
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Ⅶ 分析・鑑定

射光下で黒色金属光沢を呈するもののみを「不透明鉱物」とする。「不透明鉱物」以外の不透明粒お

よび変質等で同定の不可能な粒子は「その他」とする。軽鉱物における「その他」も同様の粒子を指

す。火山ガラスは、便宜上軽鉱物分に入れ、その形態分類は、上述のテフラ分析に準ずる。

3)屈 折 率 測 定

屈折率の測定は、古澤 (1995)のMAЮTを使用した温度変化法を用いた。

(3)

1)テ フラの検出同定

試料No.11こ は、中量の軽石と多量の火山ガラスが認められた。軽石は、最大径約0.8rrLIn、 白色を呈

し、発泡やや不良なものと、白色を呈し、発泡のやや良好なものとが混在する。火山ガラスは、ほと

んどが無色透明の塊状の軽石型であるが、微量の無色透明のバブル型も認められた。

また、試料中には、軽石と径が同程度の灰黒色および赤褐色を呈する比較的新鮮な安山岩の岩石片が

微量認められた。

2)重鉱物・火山ガラス比分析

結果を表1、 図11こ示す。重鉱物組成では、斜方輝石と不透明鉱物が40%程度の割合で多く、これに

約20%の単斜輝石が伴われる。軽鉱物組成では、風化変質粒である「その他」を除けば、軽石型火山

ガラスと長石が同量程度で主体をなし、極めて微量の石英が含まれる。

3)屈 折 率 測 定

結果を図2に示す。火山ガラスの屈折率は、nl.505-1510の レンジに入 り、n1506-1.507に モードが

ある。

(4)考 察

今回の分析結果により、本試料は細粒の軽石 と軽石型火山ガラスを主体とし、両輝石からなる重鉱

物組成をもつテフラであると考えられる。上述 した火山ガラスの形態の特徴および屈折率、さらに本

遺跡の地理的位置と、これまでに研究された東北地方におけるテフラの産状 (町 田ほか (1981,1984)、

Arai et al.(1986)、 町田 。新井 (2003)な ど)と の比較から、検出されたテフラは十和田aテ フラ

(To―a)の降下堆積物に由来すると考えられる。To― aは、平安時代に十和田カルデラから噴出したテ

フラであり、給源周辺では火砕流堆積物と降下軽石からなるテフラとして、火砕流の及ばなかった地

域では軽石質テフラとして、さらに給源から離れた地域では細粒の火山ガラス質テフラとして、東北

地方のほぼ全域で確認されている (町 田ほか,1981)。 前述 したように、試料には細粒ではあるが軽石

が多量含まれていたことから、本遺跡の位置する宮古市付近は、To―aが軽石質テフラとして分布する

範囲に入っているといえる。また、町田ほか (1981)は 、淡緑色・淡褐灰色を呈するn1502以 下の低

い屈折率の火山ガラスを主体 とするTo―aの上部火山灰層は南方へは広がらず、十和田周辺とその東方

地域に分布が限られるとしている。今回の試料では、屈折率測定結果から、低屈折率の火山ガラスは

含まれていないことがわかる。なお、To―aの 噴出年代については、早川・小山 (1998)に よる詳細な

調査によれば、西暦915年 とされている。

前述 したように、発掘調査所見では、本試料はTo― Cuの可能性があるとされた。To― Cuも 細粒の軽

果結
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2 火山灰分析 (平成19年 度調査)

石と軽石型火山ガラスを主体 とし、重鉱物組成も両輝石からなる。 しかし、火山ガラスの屈折率は、

町田 。新井 (2003)な どの記載によればnl.510-1.514(モ ー ドnl.5111513)で あ り、To―aの それとは

明らかに異なるレンジを示す。 したがって、今回の試料がTo―Cuに 由来する可能性はほとんどないと

言える。

ところで、今回の試料は土坑覆土中から採取されている。上記の通 り分析結果からみて、純度の良

好なTo―aの堆積物であると判断される。添付資料で詳細不明はであるが、仮に上下の覆土に広 く火山

灰粒子が拡散 していないとすれば、土坑の埋積途上でTo aの噴出があり、土坑内にあった凹部に降下

堆積 したテフラ層であると推定される。この場合、この上坑はTo―aの噴出した10世紀には、すでに廃

棄されてから時間が経過 し、埋積が進行 していた状態であったと考えられる。すなわち、土坑の構築

年代は、To―aの 降灰以前であるといえる。 しかし、現時点では、To―a降灰以前のいつ頃かという時期

については、推定のための指標は得られていない。土坑の時期特定には、今後の周辺域における類例

の分析調査例の蓄積がのぞまれる。
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No l SK09 1層

□ カンラン石

賜吻斜方輝石

磯燭単斜輝石

■■不透明鉱物

躍圏その他

図 1 重量鉱物組成

表 1 重量鉱物分析結果

匡コバブル型火山ガラス

目 中間型火山ガラス

藍曇軽石型火山ガラス

匝コ 石英

匿コ 長石

饉爾 その他 Nol SK09 1 層

図 2 火山ガラスの屈折栗測定結果
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Ⅶ 分析・鑑定

監
V~穐

2 軽石 (試料No l SK09 1層 )

Oliカ ンラン石.Opx:斜方輝石。Cpx:単斜輝石 .

Op:不透明鉱物 .

Vg i火 山ガラス.Qz:石英.Pに 斜長石 .

1 0mm         05mm

1             23

1 軽石 (試料No l SK09 1層 )

写真図版 火山灰分析 :軽石 。重鉱物・軽鉱物
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3 金属製品・繊維質の遺物の成分分析 (平成20年度調査)

3 金属製品・繊維質の遺物の成分分析 (平成20年度調査)

人木沢駒込遺跡 Ⅲ・出土和鏡・飾金具の分析

(財)元興寺文化財研究所

八木沢駒込Ⅱ遺跡出上の和鏡 (草花飛鳥鏡)・ 飾金具 (総角付銭座)、 および、繊維状物質の成分

分析について報告します。        ´

(1)分 析 対 象

八木沢駒込Ⅱ遺跡出上の和鏡・飾金具各1点、および、繊維状物質 (そ れぞれに付着し別容器で保

管されていたもの)

(2)分 析 内 容

和鏡・飾金具を蛍光X線分析装置で成分分析 し、繊維状物質を実体顕微鏡、生物顕微鏡観察によっ

て同定した。

(3)使用機器 と測定条件

> エネルギー分散型蛍光X線分析装置 (XRF)【SIけ ノテクノロジー SEA5230】

試料の微小領域にX線を照射し、その際に試料から放出される各元素に固有の蛍光X線を検出す

ることにより元素を同定する。

測定は大気中でφl.8rrmの コリメータを用い、45kVの管電圧で300秒間行った。この条件は大気

中でカルシウム (Ca)よ り重い元素を検出できる。

なお、X線ターゲットはモリブデン (Mo)である。

また、定量はファングメンタル・パラメータ法※により行った。

> 全反射フーリエ変換型赤外分光光度計 (ATR―FTIR)【 SensIR Techologies TraveⅡ R】

試料に赤外線を照射し、そこから得られる分子の構造に応じた固有の周波数の吸収を解析し、化

合物を同定するも

全反射方式により、透過法では測定できない固体試料に適する。検出器DLATGSを 用い、分解能

4cm-1で測定した。

レ 生物顕微鏡 【オリンパス BX50】

> 実体顕微鏡 【ライカMZ16・ キーエンス VHX200】

> 赤外線撮影機器

カメラ :マ ミヤRZ67Pro、 レンズ :マ クロマミヤセコールZ140rrm F4.5

フィルター :フ ジIR-90、 デジタルバック :コ ダックDCSプロバックPLUS

ス トロボ :コ メッ ト :CB-24、 画像処理 :Photoshop ver.5,5(Mac OS 9,2.1)

※ ファンダメンタル・パ ラメータ法 (FP法 )

試料の構成元素 とその組成か らそれぞれの蛍光X線強度 を理論的に知ることがで きることを利用

して、未知試料の元素組成を推定する街易定量法である。
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Ⅶ 分析・鑑定

(4)結 果 と 考 察

1)和鏡 (草花飛サ亀鏡 )

XRFに よる分析箇所を図11こ示した。その結果、図2～ 71こ 示すように鉄 (Fe)、 銅 (Cu)、 ヒ素 (As)、

銀 (Ag)、 スズ (Sn)、 アンチモン (Sb)、 鉛 (Pb)を検出した。青銅鏡と考えられた。検出元素のう

ち、スズが地金に含有されているものか、スズ磨きなどで表面に付着したものかの判別はできなかっ

た。

今回の分析は非破壊で得た表面情報であるため、資料内部の成分比 とは異なると思われるが、これ

らの検出元素が和鏡にほぼ一様に含まれるものと仮定 してFP法 により定量計算を行った (表 1)。 和

鏡は概ね重量基準で、鉄0.3～ 04%、 銅60～ 75%、 ヒ素7～ 100/O、 銀0.2～ 0.3%、 スズ20～ 30%、 アンチ

モン0.1～ 2%、 鉛1～ 2%を含む。和鏡の制作年代は12世紀 と考えられ、その時代の青銅鏡 として矛盾

しない分析結果であつた。

2000年 度に分析 した平泉町里遺跡出土の和鏡からは、今回分析 した和鏡から検出したと同じ7種類

の元素を検出した。そこで、両者を定量的に比較 したいが、平泉町里遺跡出土の和鏡は劣化が進行 し、

その組成は当初の組成から大 きく変化 しているものと思われた。 したがって、定量的には比較できな

いものと判断 した。

表 1 八木沢駒込Ⅱ遺跡出土和鏡のXRF分析結果から

FP法により求めた成分の定量値 (重量%)

2)飾金具 (総角付銀座 )

XRFに よる分析箇所を図8に示 した。その結果、図9～ 13に示すように鉄、銅、ヒ素、銀、金 (Au)、

水銀 (Hg)を検出した。

金色部分 (分析箇所a)か らは金を強 く検出、剥がれた部分からは銅を検出し、金を検出できなか

ったことから、飾金具は金銅製品であった。金とともに水銀を検出したことから、鍍金されたもので

あると考えられた。

また、飾金具の制作年代 (12世紀)と 銀の検出強度から、銀は銅や金に含 まれていたものであると

思われた。

3)和鏡付着繊維状物質

和鏡に付着 していた繊維状物質 (分析用細片試料、図14)を 実体顕微鏡で観察 した。観察面 (図 15)

は繊維状物質 (図 16)と 黒色膜 (図 17)に分離できた。繊維状物質は平織 りで、織 り密度 (l cm2当

沖謂
鉄

Fe― Kα
今同

Cu― Kα

ヒ素

As― Kβ

銀

Ag― Kα

スズ

Sn― Kα

アンチモン

Sb― Kα

鉛

Pb― Lβ
合計

鏡背① 027 6264 943 027 25,12 023 204 100

鏡背② 031 5691 9.67 30.28 017 231

鏡背③ 047 7351 0.22 18.12

鏡面④ 7438 15,86

鏡面⑤ 65,22 948 22.70 008 100

鏡面⑥ 59.42 944 034 2819 018
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3 金属製品 。繊維質の遺物の成分分析 (平成20年度調査)

た りの経緯糸の本数)は約50× 40で あった (経緯糸の区別ができなかったため、糸の数が多いほうを

経糸とした)。

採取 した繊維状物質から黒色膜 を分離 し、それぞれの微量片をATR―FTIRで分析 した。繊維状物質

から1620、 1510cm■ に特徴的な絹の吸収 (図 18)を 、黒色膜からは1650～ 1550、 1380、 1270cm■ に特徴

的な漆の吸収 (図 19)を得た。

さらに、別に採取 した微量片をエポキシ樹脂で包埋後、 ミクロ トームを用いて光が透過する薄い塗

膜断面の切片を作製 した。切片作製時に繊維状物質と黒色膜が分離 したため、それぞれ永久プレパラ

ー トを作製 し、生物顕微鏡による透過観察を行うた。繊維状物質にはやや丸みを帯びた三角形の絹断

面 (図 20)が見 られ、黒色膜には約30μ mの松煙や油煙等の煤を混ぜた黒色漆1層 (図21)が観測 さ

れた。

よって、和鏡に付着 した本資料は、漆が塗布された絹布であると考えられた。

4)飾金具付着繊維状物質

飾金具に付着 していた繊維状物質 (分析用細片試料、図22)を実体顕微鏡で観察 した (図 23)。 明

確な織 りは観測されず、紙であると考えられた。微量片をエポキシ樹脂で包埋後、ミクロ トームを用

いて光が透過する薄い塗膜断面の切片を作製 した。永久プレパラー トを作製 し、生物顕微鏡による透

過観察を行った (図 24)。 繊維断面が精円形でルーメンがみられることから大麻や芋麻、搭であるこ

とが考えられた。詳細な紙繊維の同定を高知県立紙産業技術センターに依頼 した。劣化等により染色

液による断定はできなかったが、繊維 自体の凹凸により椿の可能性が高いとされた。

また、資料が紙である事や表面観察の結果、黒い線状のものは墨書 と考えられた。そこで、赤外線

写真を撮影 した (図 25)。

(文責 ナキ1本耕三・山田卓司)
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(5)分 析

1)不日

デ ー タ

鏡 (草花飛鳥鏡)

図 1 八木沢駒込Ⅱ遺跡出土 和鏡 (草花飛鳥鏡)の分析箇所

Ⅶ 分析・鑑定

図2 和鏡 分析箇所①のXRFス ペクトル 図3 和鏡 分析箇所②のXRFスペクトル
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3 金属製品・繊維質の遺物の成分分析 (平成20年度調査)

図4 禾Π鏡 分析箇所③のXRFス ペクトル 図5 和鏡 分析箇所④のXRFス ペクトル
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図6 オΠ鏡分析箇所⑤のXRFス ペクトル 図7 和鏡 分析箇所⑥のXRFス ペクトル



2)飾金具 (総角付銭座)

図 8 プ＼木沢駒込Ⅱ遺跡出土 飾金具 (総角付銀座)の分析箇所

Ⅶ 分析・鑑定
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図9 飾金具分析箇所②のXRFス ペクトル 図 10 飾金具分析箇所③のXRFス ペクトル
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3 金属製品・繊維質の遺物の成分分析 (平成20年度調査)

図 11 飾金具分析箇所③のXRFス ペクトル 図 12 飾金具分析箇所⑩のXRFスペクトル
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図 13 飾金具分析箇所①のXRFスペクトル



3)和鏡付着繊維状物質

岩手県 09106(前)1-2
図 14 和鏡付着繊維状物質 (細片 )

Ⅶ 分析・鑑定

和鏡付着繊維状物質の実体顕微鏡像

イ
I

図 19 黒色膜のATRギTIR

卿
　

翡
　

蜘
　

　

鰤
　

　

獅
　

　

帥

図 18 繊維状物質のATR‐ FTIR

図 16 繊維状物質の実体顕微鏡像 図 17 黒色膜の実体顕微鏡像
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3 金属製品・繊維質の遺物の成分分析 (平成20年度調査)

図 20 繊維状物質の断面写真

4)飾金具付着繊維状物質

ib∫ r常
i.

岩手県 09106(前)2-2
図 22 飾金具付着繊維状物質 (細片)

図 21 黒色膜の断面写真

図 23 飾金具付着繊維状物質の実体顕微鏡像
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図 25 飾り金具付着繊維状物質の赤外線写真
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成
１９
年
度
調
査

調査区全景 (東から)

調査区全景 (西 から)

写真図版 1 調査区全景
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度
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調査前の様子 (北 から)

調査後の様子 (北から)

写真図版 2 調査区の様子
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1区基本土層①断面 (東から) 2区基本土層②断面 (東から)

I区柱穴状土坑平面 (南 から) 1区柱穴状土坑平面 (南 から)

トレンチ 1・ 2平面 (北 か ら)

_換ガ響眸
す̂■

1区北東側落ち込み断面 (東から)

基本土層、 トレンチ

トレンチ 6。 7平面 (東 から)

粋

'牽
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平面 (南 から)

断面 A― A′ (南 から) 断面 B― B′ (東から)

炉断面C― C´ ② (東 から)

写真図版 4 S101竪穴住居跡

炉平面 (東 から)
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写真図版 5 S102竪穴住居跡
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SK01平面 (東から) (フ蜀から)

，
一

４一．、一

SK02平 面 (東から)

SK03耳二
F団  (,表 から) SK03凶iF罰  (〒巧力】ら)

SK04耳二
F面  (F萄 から) SK04断 面 (南 から)

写真図版 6 SK01～ 04土坑
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SK09平 面 (南力】ら)

嘗軒予警
=liSK09凶FF団  (F萄 から)

.I II義 密 |―

SK可 界 面 (南から) SK12凹FF面  (F菊 から)

SK14耳二
F面  (F菊 力ゝら) SK呵 4凶F[団 鮮萄から)

SK09。 10。 12・ 14(1)上 坑
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SK14・ 19平面 (西 から)

～
F募群            マ     ri
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∈
|1群

1募 ,

甲齋髯募韓警蘇|

SK18平 面 (南 から) SK18凶FF面  (「菊から)

SK19遺物出土状況 (南 から)

写真図版 8 SK14(2) 18・ 19土坑
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SK05四千F団  (F萄 から)

SK06軒二
F罰  (東から) SK06凶FF罰  (ラ種から)

SK07平面 (南 から) SK07凶FF面  (F蜀 から)

SK08平面 (南から)

写真図版 9

SK08断 [罰  (F菊 から)

SK05～08陥 し穴】犬遺構
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勧手il

SK15凶FF団  (F菊 から)

SKll・ 13。 15(1)陥 し穴状遺構

SK15平面 (耳ヒから)

写真図版 10

SK可 刊凶両罰 億巧力ゝら)

SK13耳二
F罰  (ラ煮から) SK13凶斤F罰  (テ煮から)
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SK15冨J,代耳二F面  (,煮 から)

.,1筆
――

SX01平面 (東から)

写真図版1l SK15(2)

SK15冨 Jラ代四千F節

SX01断面 (南 から)

・ 16・ 17陥 し穴状遺構、SX01落 ち込み

SK16耳二
F面  (F巧 か ら) SK16凶FF面  (F巧 から)

■維

SK17断 面 (東から)SK17耳二
[罰  (ラ煮から)
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写真図版12 土器

斡 16域
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麹
鱒２

え飴

　

　

独
汀

葵
２
　

渚
娃

漂

３２
に 斡

31

機 鶏

42

27

‰
５‐

写真図版13 石器、陶磁器、金属製品、鉄滓類
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度
調
査

遺跡違景 (南西から)

調査区全景 (南 から)

写真図版14 調査区金景 (1)
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平
成
２０
年
度
調
査

調査区全景 (西 から)

調査区調査前現況 (南 から) 調査区調査終了後 (南 から)

尾根部調査前現況 (北 から)

写真図版15

尾根部調査終了後 (北 から)

調査区全景 (2)、 調査前現況 (1)
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東谷①調査前現況 (南から) 東谷①調査終了後 (東から)

西谷 (T109)基本土層②断面 (東 から)VAグ リッド尾根基本土層①断面 (南西から)

T109平面 (東から) Tl19平面 (東から)

SK20平 面 (南東から)

写真図版16

SK20凶「F団  (ラ箱から)

調査前現況 (2)、 基本土層、SK20土坑
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鋒
驚

第21表 繊維質の遺物観察表 (数値):残 存値

傲

α

凶

Ｎ
翻
血

爾
血

出土地点 層位 器種
計測値

重量 (g) 素材 特徴 時期
長さ 幅 厚 さ

17 トレンチ131 I層 表土 編物 絹布 掲載No62鏡 の表面に付着、分析試料901 12世紀

17 トレンチ131 I層 表土 紙 物 槽 紙 掲載No63飾 金具の異面に付看、分析試料902 12世紀
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写真図版17 土器、金属製品、繊維質の物質
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度
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遺跡近景 (南 から)

山頂部平面 (東 から) 土坑平面 (南 から)

土坑平面 (南 から) 斜面部調査状況 (南から)

斜面部中央の検出面 (北東から)

写真図版18 山頂部、斜面部
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成
２‐
年
度
調
査

斜面部中椒面の上下で (南から) 谷部は トレンチ調査を行った (北 から)

谷 T2(南 から) ぞIT13(Jヒ から)

谷 T18(耳 しから) 谷 T ll(南 から)

-88-

写真図版19 谷部ほか、出土遺物
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発 行 年 月 日 2011年 2月 23日

ふ り が な

所 収 遺 跡 名

ふ りが な

所 在 地

コ ー  ド 北緯 東経

調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

ゃ きさわこまごめ 2 ヤヽせき

人木沢駒込Ⅱ遺跡 岩手県官古市大

字人木沢第 8地

割字駒込40ほか

03202 LG43-1244 39層壬

36ケ)

25ん少

141】圭

55ケ)

541少

(平成19年度 )

20071030^ヤ

20071205

1,900nF
三陸縦貫自動

車道宮古道路

建設事業

(平成20年度 )

2008.1104-

20081127

2,800コド

(平成21年度

20090525^―

20090703

3,600Юド

所収遺跡名 種  別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

人木沢駒込Ⅱ遺跡

(平成19年度 )

集  落 縄文時代

中期ほか

竪穴住居跡 2棟

土坑10基

陥し穴状遺構 9基

柱穴25個

縄文土器、石器、

陶磁器、金属製品、

銭貨、鉄淳

八木沢駒込Ⅱ遺跡

(平成20年度 )

土坑 1基 銅鏡

飾金具

12世紀の銅鏡、飾金具

八木沢駒込Ⅱ遺跡

(平成21年度 )

土坑 1基 縄文土器・石器

要 約 遺跡は人木沢川中流域西岸にあ り、山地からのびる尾根 と尾根下に形成された低地からな

る。尾根部には縄文時代中期 と見られる竪穴住居跡や土坑が検出され、集落 として利用され

ていたことが明らかになった。低地部には陥し穴状遺構があ り縄文時代には狩猟の場 となっ

ていたようである。南側の尾根では12世紀後半頃の銅鏡や飾金具が出土 してお り、平泉藤原

氏に関わる人々がこの地で活動 していたことが推測される。
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